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序

今回ここに報告する発掘調査は、昭和52年県営ほ場整備事業に伴う調査に初まったものであり、 2次 日と

なり、大町、来見原・大笹が平地区県営ほ場整備事業の最終対象地域に設定されたものであります。当地区

の考古学的価値を理解される方々の多大なご尽力によって開始されましたが、ここにこの緊急発掘調査報告

書にまとめあげることができました。

この調査は約半年の期間でありましたが、考古学的に極めて意義深い調査結果を得ることができました。

調査の結果来見原遺跡からは、弥生時代～室町時代の遺産が各時代の土層ごとに重複して検出され、昭和52

年 1次調査の予想をはるかに上まわる大規模な遺跡の存在が確認されたわけであります。この調査は、私達

に学術的・歴史的に日本人の主食である米が大町で作られ初めた時代のことなど貴重このうえない資料を提

供してくれました。同時に私達大町市の歴史に貴重なる1ペ ージを加えることができたといえます。

調査に関しては、この仕事に直接あたってくださった調査団長や先生方、さらに酷暑のなかを熱心に作業

に身を投じてくださった作業員のみなさん、学生諸君の多大な御尽力によって当初の目的を達することがで

きました。

この調査に当たり、調査団員の方々、作業員のみなさん、地主及び地元関係各位の多大な御尽力によって

終始滞りなく全てを完了できましたことに重ねて感謝を申しあげ、ここに深甚なる敬意を表する次第であり

ます。

昭和63年 3月

大町市教育委員会

教育長  一 志 開 平



ロ例

1.本書は、昭和61。 62年度に北安曇地方事務所長と、大町市教育委員会教育長との契約に基づいて行なわ

れた、県営ほ場整備事業に伴う緊急発掘調査「来見原遺跡Ⅱ」の報告書である。

2.調査にあたっては、大町市教育委員会が組織した大町市埋蔵文化財調査団により実施された。

3.本調査書は、多くの学識経験者、市民、関係機関諸氏の協力からなったものである。

4.調査結果については、検討会で何回か協議を重ねたが、時間的 。金銭的制約があり統一見解に至らなかっ

た。基本的事項の統一はできる限り図ったが、表現方法等に多少の相違がある点は了解されたい。また、

時間的制約等により遺物等がすべて提示できなかったものがあること、図中心の報告書となってしまっ

たことを了解されたい。

5。 整理作業と原稿執筆は、関係者全員の協議により決定し、執筆分担は文末に記した。

。遺構の測量は、荒沢進 。島田哲男 0関賢司 。山岸洋―・太田哲男 。国村ゆかり。新井和男 。横沢和子 。

坪井薫が分担 した他、二部市川隆之氏 。木村隆一氏 。大町北高校生徒の協力を得た。 トレースは、島

田 。新井 。横沢 。棟友美咲・北沢和子が行なった。

。遺跡の地形、地質、環境と出土遺物のうち炭化物等については、森義直が専ら行なった。

。遺物整理 0復元作業は島田 。新井・横沢 0北沢・棟友・ 坪井 。荒井せつ子 。中村志津代 。金原隆子が

行ならた。遺物実測は、島田が専ら行ない一部竹原学氏・ 山下泰永氏の協力を得た。拓本については、

島田指導のもと北沢が行なった。 トレースは、島田 。新井 。横沢 。北沢が行ない、一部竹原 。山下両

氏の協力を得た。

。遺構 。遺物については島田が専ら行なった。

。遺構写真撮影は島田が専ら行なった他、新井が一部分担 し、遺物写真撮影と写真図版の作成は新井が

担当した。

6.本書の方位は座標北であらわし、測量の基準点は大町市都市計画図により求め設置 した基準点A(X=

+57628.297・ Y=-56865。942)を使用した (真北方向角=+0° 22'40"。 4である 。標高は国家二等水

準点 (4317)。 H=749.5081mか ら基準点Aに水準測量により移設したH=735。 187mを使用した。

7.遺跡図のうち平面図内の一点破線は、床面の堅い部分を示し、二点破線は粘土 (黄色及び灰白色)のみ

の貼床、三点破線は粘土と他の土 (黒褐色十及び暗褐色十)混合の貼床を表わしている。また ドットは

焼土を、点のスクリーントーンは粘土を表わしている。石器実測図の矢印は使用痕、点破線の矢印は敲

打痕、一点破線の矢印は磨痕を表わしている。

8.本書の編集は、全員協議のもと事務局で行ない、篠崎健一郎が総括 した。

9。 本報告書関係の実測図 。記録写真・遺物等は全て、大町市教育委員会が保管している。なお、関係資料

については三日町来見原遺跡大笹地籍を略してMKOと 注記した。

」
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弥生時代中期前半石器  石鏃 (約 1:1)

弥生時代中期前半石器  1 石錐  2 石匙  3 有子L磨製石斧  4 スクレイパー

(約 1:1)

弥生時代中期前半石器  ピエス。エスキーュ (楔形石器)(約 1:1)

弥生時代中期前半石器  石鍬 有肩肩状石器

弥生時代中期前半石器  1 磨製石包丁  2 石鎌  3 打製石包丁  4 磨製石

斧  5 旧石器時代石刃  6 石鍬の石核  7 土製紡垂

車

1 弥生時代中期前半石器 。磨石 石皿  2～ 5 弥生時代中期前半土器底部 。布圧痕
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5 壺  6 杯  7～ 10 古墳時代須恵器  7～ 9 腺  10 蓋
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1 灰釉単独出土地点 灰釉陶器皿  2・ 3 3号住居跡出土 墨書土器墨書 2 「凧」

3 「主」  4 6号 住居跡出土墨書土器墨書  5～ 7 刻書土器刻書 5 6号 住居

跡出土「凧」 6 3号 住居跡出土「川 」ゝ 7 堅穴 2出土「主」  8 3号 住居出土

炭化木製櫛

1 試掘  2 表土剥ぎ作業  3 住居跡検出

面調査  7 現地説明会  8 作業員

4 集石検出  5。 6 弥生時代
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第 I章  調査 の経過

第 1節  経過概要

1.調査に至 るまでの経過

平地区県営ほ場整備事業は、昭和52年度から着手された事業であり、来見原遺跡は、当初より周知の遺跡

としてその存在が確認されていたことから、昭和53年度に同事業が要因となって第一次発掘調査を実施 した

経過を持つ。

今回対象となった地区については、ほ場整備事業の進捗状況に合わせ、過去数次にわたり保護協議を持ち、

第二次発掘調査を実施する方向を打ち出していたが、昭和61年度着手ということで開発側の事業見通 しがつ

いたことから、昭和60年 9月 30日 、県教委を交え最終保護協議を実施し、大町市教委が主体となって調査に

あたることを確認 した。

市教委では、昭和61年 4月 4日 の国庫補助金交付内定連絡を確認後、4月 14日 、事業主体である北安曇地

方事務所長あて委託契約前発掘調査着手願いを提出し、4月 21日 から調査を開始した。

なお、上記の委託契約は、7月 1日 に交している。

2.調査計画の変更 とその後の経過

調査は、まず、重機を導入するための土層確認グリットを手掘りで開ける作業から行われたが、この時点

で遺跡の重層構造が発見された。

当初は、遺構出土の可能性の高い地区を春から夏にかけて全面発掘し、他地区については、秋の刈 り入れ

終了後、状況をみながら調査していくといった、 2期にわたる調査工程を計画していたが、この重層構造の

発見により、中世から古墳時代面を第 1期、弥生時代面を第 2期、刈り入れ後のトレンチ調査を第 3期 とす

る3期工程へ変更する必要が生 じた。また、調査面積の大幅増という問題を抱えることとなった。 このた

め、重機借入先、測量委託先等と調整を図るとともに、委託元である地方事務所に連絡をしたが、この時点

では増額もしくは期間延長等の要求は見合わせ、苦しいながら当初予算の中で全調査を終了するよう努める

こととした。

しかしながら、この遺跡が予想以上の複数の層を持っているうえ、扇状地に位置することから堆積の度合

が激しいため移動 しなければならない土の量が多く、また、剥ぎ取り作業時には土層の変化の判断に苦 しむ

など調査は難航を窮めた。加えて、遺構は単なる集落跡に止まらず、集石群が重複して出土 し、遺跡の性格

を把握するのに苦慮した。また、膨大な量の遺物が出土し、これらの検出や計測に多大な時間を裂かれたこ

とが、調査の遅滞に拍車をかけた。

慢性的な調査体制不足によるところもあるが、市教委では、現体制で単年度内に報告書刊行までの全工程

を終了できる能力範囲を越えるほどの作業内容が残されてしまったと判断し、県教委に指導を求め、地方事
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務所と数次にわたる再協議を実施したうえ、調査計画を下記のとおり変更し、 2年継続事業として本調査に

取り組むこととした。

[変更前]                [変 更後]

回 作業内容 昭和61年度               昭和61年度

発掘作業完了 。整理作業完了       発掘作業完了 。整理作業の一部

報告書刊行               報告書作成作業の一部 :

昭和62年度

整理作業完了 。報告書刊行

日 調査費  昭和61年度              昭和61年度

総 額 8,710,000円      総 額 7,410,000円

開発側 6,314,000円 (72.5%)      開発側 5,372,000円 (72.5%)

保護側 2,396,000円 (27.5%)      保護側 2,038,000円 (27.5%)

昭和62年度

総 額 2,300,000円

開発側 1,667,000円 (72.5%)

保護側  633,000円 (27.5%)

発掘作業はH月 19日 に終了 した。この間、雨天による中止等を除 くと170日 の現場作業を実施 してい

る。調査は、金銭的 。時間的制約の中で実施されたが、学術面を考慮 し、できるだけ広範囲で、且つ精

度の高い調査となるよう心掛けて実施 したため、県の積算基準から算出 した対象面積 1,300nfを 大幅に

上回る、約7,500ピ (各層累積概算)に及ぶ大規模な発掘調査となった。

発掘作業終了後は、事務室において整理作業及び報告書作成作業を完成 し、本報告に至った。

第 2節  調査体制

1.調査体制

□ 大町市教育委員会 (文化財担当)

教  育  長 一志開平   社会教育課長 降旗 正

社会教育係長 石原 学   同 係 主 事 新井和男

同係主事補長 島田哲男   同係臨時職員 横沢和子 (S.61062)、 坪井 薫、荒井せつ子

棟友美咲 (以上 S.61)、 北沢和子 (S.62)
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国 大町市埋蔵文化財調査団 (市教委が組織)

団   長 篠崎健一郎 (発掘担当者)

副 団 長 原田 砿

調 査 主 任 島田哲男

調 査 員 幅 具義、森 義直、荒井和比古、臼井 潤、荒沢 進、関 賢司

寺島 仁 (S.61)

調査補助員 伊藤真治、太田哲夫、山岸洋一 (S.61)、 国村ゆかり

□ 発掘作業員

川上貞男/北沢和子/北沢 茂/金原隆子/窪田秋子/久保田広幸/小島深雪/武居陽子/中村志津代

/降旗くに子/降旗芳人/望月正昭/山岸弘司

2.調査協力者

調査にあたって、多くの方々にご指導、ご尽力、ご協力を賜わりました。以下、ご芳名を記し、御礼に変

えさせていただきます。

回 指導者 0協力者 。見学者

森嶋 稔/笹沢 浩/太田喜幸/小林秀夫/芦部公一/百瀬長秀/市川隆之/市沢英利/竹内 稔

石上周蔵/唐木孝雄/原 明芳/神沢昌二郎/直井雅尚/竹原 学/三村竜一/山田真一/山下泰永

平林潤郎/林 和男/武藤雄六/小林康男/設楽博己/川村浩司/寺崎裕助/田中 請/石黒立人

石川日出志/木村隆一

国 地権者                          ｀

窪田ち江子/窪田豊一/田中保男/嶺村和徳/峯村十二/小日向重康/窪田嘉一/峯村 弘

第 3節  調査 日誌

4月 21日 (月 )曇   重機導入に先立ちグリット掘りを開始。    4月 28日 (月 )雨 のち曇  中止。

4月 29日 (火)晴   休日 (天皇誕生日)。古墳・平安の包含層を確認。

弥生包含層を確認。    4月 30日 (水 )晴   重機稼働。機材搬入。人手による表土刺4月 22日 (火 )曇   グリット掘り続行。

ぎにも一部入る。山光測舎による地形測量。

4月 23日 (水)曇 のち晴  グリット掘り続行。          5月 1日 (木 ) 晴  重機稼働。表土剥ぎ続行。

5月 2日 (金)小 雨  表土剥ぎ続行。重機稼働終了。鉄剣出4月 24日 (木 ) 晴  グリット掘り続行。

4月 25日 (金) 晴  峯村組より重機搬入が遅れる旨連絡あり。  土。

5月 3日 (上)曇   休日 (憲法記念日)。室内で工程打ち合わせ。

4月 26日 (土) 晴  重機稼働開始。 トレンチ 3本、グリット    5月 4日 (日 )曇   休日。

東北部分l彰固罰ほ砲   5月 5日 (月 )晴   休日 (こ どもの日)。
1ケ所を開けた後、表土剥ぎ取り作業に入る。

5月 6日 (火) 曇のち小雨  テント張り。表上剥ぎ続行。降4月 27日 (日 )晴  休日。
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第 I章 調査の経過   第 3節 調査日誌

雨時土器洗い。                          住カマド実測。集石内土器出土状態実測。集石写真撮影。

5月 7日 (水)曇 のち晴  集石検出。              6月 6日 (金)曇   7住清掃、写真撮影、実測。竪穴 1、 4

5月 8日 (木) 晴  集石検出。表土剥ぎ続行。         住レベル読み。集石掘り下げ。8住検出。山光測舎による標高設置

5月 9日 (金) 晴  1住検出、掘り下げ。集石検出。      作業。

5月 10日 (土)晴   1住掘り下げ:山光測舎による杭打ち。    6月 7日 (土)曇 一時雨  集石掘り下げ。8住掘り下げ。降

午後、機材の残分を搬入。                     雨時は土器洗い。

5月 H日 (日) 雨  中止。                   6月 8日 (日)曇 一時雨のち晴  集石内土器実池 71墜麹叱

5月 12日 (月 ) 曇のち晴  2住検出、掘り下げ。        検討会。

5月 13日 (火) 晴  3住確認。1～ 3住掘り下げ。1住清掃、   6月 9日 (月 ) 晴  8住掘り下げ。5住床面精査、写真脱

写真撮影。                            集石掘り下げ。

5月 14日 (水)曇 のち雨  4住検出。304住掘り下げ。午   6月 10日 (火) 晴  8住清掃、写真撮影。7住 レベル読み、

後雨により中止。                         遺物取り上げ、精査。5住実測。

5月 15日 (木)曇   集石検出。                 6月 H日 (水) 晴  5住実測。7住床面精査、写真撮影。集

5月 16日 (金)曇   集石検出。5住検出、掘り下げ。      石掘り下げ。9住掘り下げ、精査、清掃、写真撮影。弥生層確認。

5月 17日 (土) 晴  5住掘り下げ。1住遺物実測。        6月 12日 (木)晴   5住、5住カマド、5住西北隅施設セク

5月 18日 (日) 晴  2・ 3・ 5住セクション実測。       ション。6住遺物・礫出土状態実測。集石掘り下げ。弥生層確認。

5月 19日 (月 )曇 時 ′々lヽ雨  1住清掃、礫及び遺物の実測。   竪穴 1及び3住周辺のビット検出、掘り下げ。

5住ベルト外し。                          6月 13日 (金) 晴  5住 レベル読み。6住実測。集石掘り下

5月 20日 (火) 雨のち曇  現場作業中止。午後、森・関両調  げ。P3掘り下げ、精査、写真撮影。3住精査、炭化した櫛発見。

査員に1住より出土した砧鑑定依頼。                3住 周辺のピット掘り下げ、精査。竪穴1南側ピット群の検出、掘

5月 21日 (水)曇 一時雨  1住精査、ピットセクション:麹貼  り下げ。竪穴 1及び周辺の中世遺構面の写真撮影。

4住掘り下げ。                           6月 14日 (土)晴 のち曇  6住実測、中世ピット群検出、掘

5月 22日 (木)曇 のち晴  1住精査、写真撮影。2住の炭取  り下げ、セクション実測。10住検出、掘り下げ。

り上げ。4住を竪穴 1に名称変更。その北側に新たな住居跡確認。    6月 15日 (日) 晴  6住実測、遺物レベル読み、取り上げ。

これを4住 とし検出続行。                     中世遺構面セクション実測。

5月 23日 (金) 晴  2住精査。Pl・ P2精査、実測。 4住    6月 16日 (月 )曇 一時雨  6住礫断面。H住検出、掘り下t九

掘り下げ。5住掘り下げ、精査。                  10住 掘り下げ、精査、清掃、写真撮影。

5月 24日 (土) 晴のち曇  2・ 5住清掃、写真撮影。4住セ   6月 17日 (火)雨   中止。室内作業。

クション実測。                           6月 18日 (水) 晴  P3平面、断面、見通し図作成。P2平

5月 25日 (日 ) 晴  1住平面、レベル取り。4住セクション  面。H住掘り下げ。集石清掃、写真撮影。

実測続行。集石セクション実測。検討会。               6月 19日 (木)晴   9住及び弥生層検出グリット実測。中世

5月 26日 (月 ) 晴  4住掘り下げ。集石セクショ卿 駈 。  ビット群精査、清掃、写真撮影。集石清掃。P2写真撮影。3住拡

1住カマド、大聾写真撮影。                    張。

5月 27日 (火) 晴  4住清掃、写真撮影、遺物。礫出土状態   6月 20日 (金) 晴  9住及び弥生層検出グリット実測、レベ

実測。大喪実例。                         ル。竪穴 1ピ ット群実測。集石清掃。大喪出土地点を竪穴 2と し掘

5月 28日 (水) 晴  1住カマド精査、写真撮影。 1住 P5精   り下げ。3住拡張。H住精査。弥生面確認。

査。竪穴 1のベルト外し。集石掘り下げ。弥生層確認のため部分的   6月 21日 (土) 晴  竪穴 1ピ ット群実測。竪穴 2精査、清掃、

試掘。                              写真撮影。集石清掃。大町西小6年 4組見学。

5月 29日 (木)曇 のち雨  P10P2精 査。4住実測続行。    6月 22日 (日)晴   現地説明会開催 (一般向け、約50名参

テント南の集石掘り下げ。午後雨により中止。           加)。 竪穴 1レベル.5住北西隅施設セクション。集石土器集中区

5月 30日 (金) 雨のち曇  中止。室内作業。          の断面。弥生層土器出土状態断面。

5月 31日 (土)曇   集石掘り下げ。4住束の遺構掘り下げ。    6月 23日 (月 )曇 時々小雨  現地説明会開催 (子供向け、約

弥生確認グリット遺物出土状態写真撮影。              50名 参加)。 6住礫断面。中世ピット群実測。

6月 1日 (日) 晴  5住遺物出土状態実測、レベル読み、遺   6月 24日 (火)雨   中止。室内作業。

物取り上げ。4住実測。検討会。                   6月 25日 (水)曇 のち雨  集石精査。弥生層確認グリットの

6月 2日 (月 ) 曇  テント南の集石、6住に名称変更、掘り  上器集中区実測完了。午後中止。

下げ。5住 レベル実測。4住精査。                  6月 26日 (木)雨   中止。室内作業。

6月 3日 (火)曇   4住精査、写真撮影。6住掘り下げ、写   6月 27日 (金) 晴  Pl断面、見通し図作成、レベル。中世

真撮影。7住検出、掘り下げ。集石掘り下げ。松川村高齢者学級45  ピット群実測。集石周辺精査。弥生層確認グリット掘り下げ。3住

名見学。                            拡張。

6月 4日 (水) 晴  竪穴遺構実測。7住掘り下げ。集石内±   6月 28日 (上)晴   中世ピット群レベル。12住精査、清掃、

器出土状態写真撮影。                       写真撮影、実測。3住拡張。       '
6月 5日 (木) 晴  集石掘り下げ。7住掘り下げ。4住、4    6月 29日 (日) 雨  中止。
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第 I章  調査の経過   第 3節 調査日誌

6月 30日 (月 )雨 のち曇  中止。室内作業。

7月 1日 (火 )曇 のち晴一時雨  12住実測、レベル。

7月 2[1(水)曇   弥生層確認 3ケ所。3住精査、清掃、遺

物出t状態写真撮影。H住及び周辺精査。H住確認面より出上の炭

化物実測。

7月 3日 (木 )曇   3住実測。弥生層確認。H住確認面より

出上の炭化物写真撮影。大町西小6年 2組見学。

7月 4日 (金)曇 のち晴  3住実測。H住確認面より出上の

炭化物実測、写真撮影。弥生層確認。H住清掃、写真撮影。

7月 5「 |(:L)曇 のち雨  6住断面。弥生層確認。

7月 6日 (日 )晴   7住実測、炭取り上げ、レベル。古墳時

代上器集中区実測。

7月 7日 (月 )曇   6住断面、レベル。弥Ft層確認。7住補

足測量、清掃。中世の集石及びビット掘り下げ。

7月 8日 (火) 晴  6住 レベル、補足3111量 。3住断面。弥生

層確認。7住写真撮影。中世集石の精査、清掃、写真撮影。弥生

(栗林)層精査、清掃、写真撮影。6住精査。

7月 9日 (水)曇 のち雨  6住精査。弥生層確議
`Iつ

資叶lL
7月 10日 (木)曇 時々雨  層位ごとのセクション作成。3住

断面、レベル。

7月 H日 (金) 曇のち雨  3住断面。竪穴2実測L6住精査、

清掃、写真撮影。古墳時代層精査。弥生層確認。

7月 12日 (■ ) 曇のち雨  3住断面。層位ごとのセクション

作成。弥生層確認。

7月 13日 (日 )曇 のち雨  層位ごとのセクション作成。

7月 14日 (月 )晴   3住断面。10住及びその西側のピット実

測。明日が航空写真撮影の予定日であるので調査区全体の清躍

7月 15日 (火) 雨  中止。室内作業。航空写真撮影は延期。

7月 16日 (水 ) 雨  中止。室内作業。航空写真撮影は延期。

7月 17日 (木) 曇一時雨  中部電力による航空写真撮影。8

住及び8住東側占墳時代面出土遺物実測。層位ごとのセクション。

集石ベルト外し。

7月 18日 (金) 晴  8住及び周辺古墳時代層実測。6住精査

後の実測。層位ごとのセクション。集石精査。集石周辺弥生層の確

認。

7月 19日 (上)曇   集石精査。集石周辺下lFi弥 41層の確認。

層位ごとのセクション。竪穴2実測、レベル。6住 レベル。

7月 20日 (日 ) 雨  中止。

7月 21日 (月 )曇 のち雨  H住実測。3住礫。遺物出J:状態

レベル読み、遺物・炭・焼止取り上げ。10住 及びその西側のビッ

卜のレベル。集石ベルト外し。弥生層確認。

7月 22日 (火 ) 雨  中止。室内作業。

7月 23日 (水)曇   H住実測。弥生層確認。2住北側のビッ

ト掘り下げ。6住張り床トレンチ掘り。3住精査。 1・ 4・ 6・ 7

各住居のカマド精査。

7月 24日 (木)晴   調査員、担当者不在のため中止。

7月 25日 (金) 晴  H住礫出土状態実測、断面、レベル。8

住及び周辺の礫。遺物取り上げ、8住精査。弥生面集石実測に入る

ため水糸張り。3住精査。弥生面確認。7住北側のビット検出。平

安面集石実測。

7月 26日 (土)晴   H住礫・遺物のレベル計測及び取り上l九

H住炭レベル計測。3住清掃及び写真撮影。古墳時代集石清掃。弥

生面集石実測。北側弥生グリット内集石の写真撮影。竪穴2床面精

査。平安面集石実測。

7月 27日 (日 )晴   H住炭取りLげ。3住最終実測。弥生集

石実測。平安集石実測。検討会。

7月 28日 (月 )晴   3住カマドの断面、見通し図作成。11住

精査。竪穴2床面精査。平安時代集石下層、古墳時代集石面精査。

弥生面集石実測。H住鉄器付着炭化材実測、取り上げ。

7月 29日 (火)晴   3住カマド見通し図作成。8住精査後の

実測。H住清掃、写真撮影。竪穴2清掃、写真撮影。古墳時代集石

の精査。

7月 30日 (水)晴   3住カマド見通し図作成。竪穴2精査後

の実測、レベル。3住精査後のレベル。8住精査後の補足実測、レ

ベル。11住精査後の実測。古墳時代集石実測。弥生時代集石実測。

5住カマド断面。集石面のセクション。

7月 31日 〈木)晴   集石精査。5住カマド断面補足、及び精

査。集石面最南端のセクション.集石面上層灰釉陶器検出、実測。

古墳時代集石実測。弥生時代集石実測。

8月 1日 (金) 晴  古墳時代集石精査。古墳時代集石実測。

5住カマド及び北西隅施設精査。弥生グリットセクション。3住東

北隅弥生層確認グリット掘り下げ。弥生集石実測、断面。7住 。
1

住カマド断面。

8月 2日 (土)晴   5住カマド精査。古墳集石精査、清掃、

写真撮影、実測。動4確認グリット5の実測、遺物取り上げ。

8月 3日 (日 )晴   2住炭化材実測。古墳集石全体願劇団秩

実測。弥生確認グリット内集石実測、セクション。

8月 4日 (月 )雨   中止。室内作業。

8月 5日 (火) 晴  弥生 (栗林)面の礫取り上げ、精査。弥

生集石礫下の遺物精査。H住実測。

8月 6日 (水 )晴   古墳時代集石実測。弥生面実測、精査。

弥生 (栗林)面の礫下遺物精査、写真撮影、実測、取り_Lげ。2住

炭化材実測。

8月 7日 (木) 晴  2住炭化材実測。弥生 (栗林)面下層精

査。H住実測、レベル。骨出土状態写真撮影。

8月 8日 (金 )晴   5住北西施設・ P3のセクション。古墳

時代集石実測。北部弥生確認グリット内集石実測。 1住カマドセク

ション。H住 。4住カマド粘上取り外し。弥生 (栗林)下層精査。

8月 9日 (土)晴   1・ 4・ 5。 6。 7・ 8住 カマド精査、

清掃、写真撮影。弥生確認グリット及びH住の集石実測、断面図作

成。古墳時代集石実測。3住 カマドセクション。6住カマド実測。

8月 10日 (日 )晴   1・ 4・ 5。 6・ 7・ 8住カマド実測。

2住炭化材実測。古墳時代集石実測。調 査 風 景
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8月 H日 (月 ) 晴  3060H住 カマド精査、清掃、写真撮

影。1住カマド火床の精査、セクション。南部ピット群掘り下げ。

6・ 7住カマド実測。2住炭化材実測、取り上げ。

8月 12日 (火) 晴  南部ピット群掘り下げ、精査、清掃、写

真撮影。2住炭化材レベル、取り上げ、一部精査。3住カマド実測。

古墳時代集石実測。

8月 13日 (水)晴
集石実測。

2住炭化材レベル、取り上げ。古墳時代

8月 14日 (木) 晴  2住炭化材レベル、取り上げ、同

古墳時代集石実測、及び集石に伴う遺物レベル計測、取り上げ。

8月 15日 (金 ) 晴  成人式開催のため現場中止。

8月 16日 (上)晴   盆休みとし、現場中止。

8月 17日 (日 ) 晴  盆休みとし、現場中止。

8月 18日 (月 )曇 時々晴  弥生層の確認。 2住炭イヒ材レベノK
取り上げ、補足実測。

8月 19日 (火 ) 晴  2住炭化材取り上げ、補足実測。弥生層

確認。

8月 20日 (水) 晴  2住精査、清掃、写真撮影、カマ H廊晃

2住北側ピット掘り下げ。中央部ピット群実測。古墳時代菓酎翅貼

弥生層確認。

8月 21日 (木) 晴  調査主任不在のため現場は中止し、室内

で土器洗い、図面整理。

8月 22日 (金 ) 晴  調査主任不在のため現場は中止し、室内

で土器洗い。

8月 23日 (土 ) 晴  2住精査、写真撮影。 2住周辺ピット写

真撮影。 2住実測。 3住カマド実測。        。中央部ピッ

ト群写真撮影。弥生層確認。

8月 24日 (日 )曇 一時雨のち晴  2住実測。 3住カマ鷹趨llL

弥生層確認グリット1のセクション。古墳時代集石実測。

8月 25日 (月 ) 晴  2住実測。 3住カマド実測。H住カマド

実測。弥生層確認グリット109拡張。

8月 26日 (火 )晴   2住実測レベル。H住カマド実測、カマ

ド内の炭レベル。中央部ピット群レベル。弥生層確認グリット1鰯島

8月 27日 (水 ) 晴  3住カマド実測。古墳時代集石実測。H
住カマド内の炭取り上げ、精査清掃、写真撮影。弥生層確認グリッ

ト拡張。

8月 28日 (本) 晴  昨夜の雷雨により発掘区の 3分の 1以上

が水没する。カマドの中には崩れるものもあり。住居跡、弥生確認

グリットには全て水が漬く。部分的に水が引いた部分を選び弥生層

確認。古墳時代集石実測。 3住カマド実測。

8月 29日 (金 ) 晴のち雨  古墳時代集石実測、断面。 3住カ

マド実測。弥生層確認グリット拡張。更に拡張グリットを 1・ 2住

間に新設。八坂村老人学級45名見学。

8月 30日 (上)晴   弥生層確認グリット拡張。古墳時代集石

実測、断面。 3住カマド実測。

8月 31日 (日 ) 晴  古墳時代集石実測、断面。 3・ 5住カマ

ド実測。弥生層確認グリットセクション。長野県考古学会会長森嶋

稔氏来訪。

9月 1日 (月 )晴   弥生層確認グリット拡張。拡張区の一部

精査、清掃、写真撮影。古墳時代集石実測、断面。30H住カマド

実測。

9月 2日 (火 ) 曇  古墳時代集石実測、断面、伴う遺物取り

上げ。H住カマド実測。北側弥生層確認グリット拡張。
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9月 3日 (水)雨 時 曇々  午前、雨により現場作業を見合わ

せる。午後、古墳時代集石断面。平安・古墳面全測図 (地形測量)。

9月 4日 (木)晴   古墳時代集石断面。平安 0古
tFl面全測図

(地形測量)。 弥生層確認。古墳時代集石内の土器検出。明日より重

機が入るため、平安・古墳面の全体片付け。機材片付け。5住北西

隅施設写真撮影。

9月 5日 (金) 晴  今日から重機再投入。弥生面調査に入る。

204住カマドのレベル計測。古墳時代集石断面。    ヽ

9月 6日 (土)曇 のち雨  重機による中間層剥ぎ取り。弥生

層確認グリットのレベル計測の残分。 1住カマド見通し図作成。

9月 7日 (日)晴  休日。

9月 8日 (月 ) 晴  平安・古墳面調査時に検出できかった13

住が、重機による中間層剥ぎ取り作業時に確認される。13住掘り下

げとセクション。残土整理。P50の 平面、断面。重機はオペレーター

の都合により本日は稼働せず。

9月 9日 (火)晴 のち曇  13住掘り下げ、精査、清掃、写真

撮影。P50の 見通し図作成。午前を以て重機による剥ぎ取り作業終

了。残土整理。遺構遺物検出。

9月 10日 (水)曇 のち雨  残土整理。遺構遺物検出。P50の

見通し図作成。午後雨により中止。

9月 H日 (木)晴   残土整理。遺構遺物検出。P50見通し図

完了、礫下精査。

9月 12日 (金)曇   残土整理。遺構遺物検出。13住実測。

9月 13日 (土)曇 時々晴のち雨  残土整理。遺構遺物検出。

13住実測。

9月 14日 (日) 晴  E50F5弥 生土器集中出土地点清掃、

写真撮影。13住実測。

9月 15日 (月 )晴   休日 (敬老の日)。

9月 16日 (火)曇   残土整理。週構遺物検出。南部ビット群

実測、レベル。

9月 17日 (水)雨   中止。室内作業。午後、原田冨嘔猥来庁。

遺物について検討。

9月 18日 (木) 晴  残土整理。遺構遺物検出。山光測舎によ

る基準杭設置。

9月 19日 (金)晴 のち曇  残土整理。遺IIt遺物検出。13住実

測。

9月 20日 (土)雨   中止。室内作業。午後、小雨時に森・関

両調査員と地質調査。

9月 21日 (日) 晴  遺物出土状態実測。

9月 22日 (月 )晴   残土整理。遺構遺物検出。南側ピット群

実測。遺物出土状態実測、取り上げ、写真撮影。

9月 23日 (火) 晴  休日 (秋分の日)。

9月 24日 (水)晴 のち曇  南側ピット群レベル。遺物出土状

態実測、レベル (E50F5)。 同実測、写真撮影 (C3)。 13住内

礫断面。残土整理。遺構遺物検出。

9月 25日 (木)晴   残土整理。遺llt遺物検出。1錮レ撒断面。

午前中来年度発掘調査実施予定の一津遺跡の保護協議し一津現地協

議終了後、来見原遺跡に立ち寄り、県文化課担当官に調査の現状を

説明。                         .
9月 26日 (金)晴   C20C3・ 03実測、遺物のレベル計

測と取り上げ、更に断面に入る。中央部セクション実■lk:`駒戴朧洗

13住精査、清掃。残土整理。遺構遺物検出。        11
9月 27日 (土)晴   遺構遺物検出。13住床面精査t清掃(・ 写
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真撮影、実測。D3・ D4遺物出上状態写真撮影、実測、取り上:九

C3集石レベル計測。

9月 28日 (日 )晴  休日。

9月 29日 (月 ) 曇  弥生集石精査。D3・ D4集石写真朧

及び遺物出土状態実測、取り上げ。

9月 30日 (火) 晴  集石E4よ り南精査、清掃。集石内出土

遺物写真撮影、実測、取り上げ。

10月 1日 (水 ) 雨  中止。

10月 2日 (木)雨 のち晴  昨夜来の雨によりぬかるむため中

lL。

10月 3日 (金 )晴   集石精査、清掃。集石全体及び個々の写

真撮影。Bl・ B2遺物検出。土層観察のため北側土手精査清掃。

10月 4日 (L)曇 時々雨  河川跡裁ち割 り。遺構遺物検出

(D4・ D5'り 1跡西側)。 北端 。南端土手精査。焼土 。骨・木炭を

伴う 11壌精査。

10月 5日 〈日) 晴  焼土・骨・ 木炭を伴う上壌は中世の火葬

幕と考えられる。この火葬墓の清掃、写真撮影、実測。C3・ D4
集石実測。

10月 6日 (月 )晴   F6・ F7・ B2・ B3遺構遺物検出。

火葬墓レベル。C3・ D4集石実測。B2・ B3の中間地点の黒色

層下層と礫層下部より氷式土器出上。全面調査はしないが、氷包含

層の存在は確認。

10月 7日 (火 ) 晴のち曇  B2・ B3遺構遺物検出 (弥生層

ド層の確認 )。 火葬墓の骨・焼土 。炭取り上げ、精査、清掃、及び

精査後の写真撮影、実測。C3・ D4集石実測。北謝集召写真熾洗

一部上器洗い。

10り 18日 (水 ) 雨のち晴  中止。

10月 9日 (木 )晴   昨日の雨によりぬかるむため土器洗いを

実施。

10月 10日 (金)晴   集石実」u。

10月 H日 (上 )雨   中止。

10月 12日 (日 )曇 のち雨  休日。

10月 13日 (月 )晴   集石実測。全体写真撮影。縄文晩期出土

グリット清掃、写真撮影。

10月 14日 (火 )晴   13住 レベル、及びカマ ド断面、見通し図

作成。32遺物及び礫レベル。E4・ E5。 F5集石実測。土器洗

浄。機材一部撤収。

10月 15日 (水 )晴   B2集 石断面。E4・ E5・ F5集石実

測。上器洗浄。

10月 16日 (木 )晴   土器洗浄。集石実測。

10月 17日 (金 )曇   F6集 石実測。E5。 F5集石断面。機

材撤収準備。全地区清掃。

10月 18日 (上)晴   機材一部を残し撤収。F5集石断面。F

6・ G6実測。G6・ G7・ H7にかけて基準抗打ち。本日を以て

トレンチ開け実施時まで作業員一時帰休とする。

10月 19日 (日 )晴   F6集 石断面。H6・ H7集石実測。

10月 20日 (月 ) 晴  F6・ G6集石実測。

10月 21日 (火) 晴  F6・ G6集石実測。

10月 22日 (水)曇 時々雨  中止。

10月 23日 (木 )曇 時々晴  午後、集石実3u。 最終地形lll量 。

10月 24日 (金 )晴   分布調査実施のため現場中止。

10月 25日 (■ )晴   F6・ G6集石実測。

10月 26日 (日 )晴   F6集 石断面。

10月 27日 (月 ) 雨のち晴  G6・ G7・ H6・ H7実測。

10月 28日 (火) 晴  G6・ G7・ H6・ H7実測1。

10月 29日 (水)曇 時々晴  山光測舎による地形測量。G6。

G7・ H6・ H7実測。

10月 30日 (木) 曇  G6・ G7・ H6・ H7実 tu。

10月 31日 (金 ) 晴  G6・ G7・ H6・ H7実測。

11り 11日 (土) 晴  G6・ G7・ H6・ H7実測。

H月 2日 (日 )晴  休日。

H月 3日 (月 )晴   文化の日だが実施。C6・ G7・ H6・

H7実測。

H月 4日 (火 )雨 のち晴  午後、G6・ G7・ H6・ H7断

面。

H月 5日 (水 )曇 のち晴  G6・ G7・ H6。 H7断面。

H月 6日 (木)晴   本国よリトレンチ開け開始。重機入る。

H月 7日 (金)晴   重機によるトレンチ掘削本日で終了。

H月 8日 (土 )晴   トレンチ掘り下げ。森調査員と地鷺踊亀

11月 9日 (日 )晴  休日。

H月 10日 (月 ) 曇  山光測舎によるトレンチ全体測量。 トレ

ンチ掘り下げ。 トレンチセクション。 トレンチ全体写真撮影。

Htt H日 (火 ) 雪  中止。

H月 12日 (水 )晴   午後、 トレンチセクション。

H月 13日 (木)曇 のち雨  午前、 トレンチセクション。午後

は室内。

H月 14日 (金) 晴  トレンチセクション。

H月 15日 (土 )雨 のち曇  午後、トレンチセクション。機材

一部撤収。

H月 16日 く日)曇  休日。

H月 17日 (月 )晴   午前、 トレンチセクション。

H月 18日 (火) 晴  分布調査実施により中止。

H月 19日 (水 )晴   午後、 トレンチセクション完了。機材残

分撤収。清掃。本日で発掘作業の全工程終了する。

調 査 風 景
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第 4節  発掘調査 と整理 の方法

1。 発掘区の設定

来見原遺跡についての資料は1977年 (昭和52年)度実施の北部の発掘調査の資料があるものの、調査が北

部に限られていたために、今回調査した大笹地籍部分までの遺跡範囲を知るための参考とはならなかった。

このため、この地区がほ場整備されることとなった1982(昭和57年)に市単独予算の調査費で分布調査を実

施し、大笹地籍まで遺跡範囲が広がっていること、東部にある山の神 。大笹遺跡も範囲に含む広範囲な遺跡

であることが判明し、すべてを一括し来見原遺跡とした (今回の発掘調査と同時に国庫補助金を受けて実施

した大町市内遺跡分布調査においても同様の結果が得られている)。 この結果から、ほ場整備対象地区内の

13,000nfが 対象となると予想された。1985(昭和60)年県文化課、中信土地改良事務所、市教育委員会で保

護協議のため現地を踏査した経果、集落存在が予想され、工事で掘削部分が多い、傾斜地中央部の調査対照

土地北側は全面調査、表面採集遺物が僅少で遺構の存在がはっきりせず、掘刷部分が少ない調査対照地南側

についてはトレンチ調査を行ない遺構の存在があった場合は調査を実施することで、1,300ピ以上を発掘調査

することにした。しかし、全面発掘計画部分を事業開始時に、入力により3箇所の試掘坑をあけたところ、

弥生時代～中世の生活面が層位ごとに存在することが判明し、各層位で調査することとなり、各時代生活面

計約7,500ピ を調査に当った。

2.発掘調査の方法

農業基盤整備事業による緊急発掘調査では、ほとんどの遺跡が全面破壊からのがれられないため、工事着

工前に記録保存を目的として行なうものであり、できるかぎり精密な記録化が望まれるが、金銭的・ 時間的

制約の中では力は延ばない点があることは了承されたい。

調査は、全面発掘調査部分とトレンチ調査部分の2箇所に分けて行なった。トレンチ調査部分の大半は、

農作物の取り入れ後、調査することになっていた為、全面発掘調査に隣接するトレンチ調査部分に遺構・遺

物の存在があるか確かめるために、パックフォーによリトレンチ1～ 30グ リットを掘り、土層等を調査し

たが、遺物も少なく、遺構の存在も確認できなかったため、全面発掘区の排土地とした。 トレンチ4～ 8に

ついてもパックフォーを使用しトレンチを掘り、土層、遺構有無の調査を行なった。

全面発掘区は、現状を記録しておくため地形測量を行ない、地表下のどの位置に包含層・生活面があるか

確認するため、入力で3箇所に試掘坑を掘った。その結果、弥生時代～中世の生活面が地層ごとに確認でき

ることが判明し、層位ごとに発掘調査を行なうこととした。しかし、この層位ごとの全面調査については、

時間的・金銭的制約や調査員 。発掘作業員の不足など諸事情から、ブルトーザーにより20～30cm前後の表土

除去作業を行ない、その後、中世生活面については平面的に確認するのは難しいこと (中世生活面は後の土

層断面調査により確認。)か ら、平安時代遺構検出面直上まで中世遺構検出面を一部残しながら、パックフォー

により土を除去した。部分的に土層の見誤りにより古墳時代層まで削平面が達してしまった部分もこの時出

てしまった。遺構検出作業は従来通りの方法でジョレンによリト+を削り検出に努めた。平安時代の遺構の
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図 2 来見原遺跡発掘区地形図 (1:800)
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存在がない場合は一機に古墳時代層まで下げて古墳時代の遺構 。遺物検出に努めた。発掘区内は座標に応じ

てX=+57650、 Y=-56900を基点に10m区画で東西方向Y=-5690鱒由を基線に東へA～ H、 南北方向をX=
+57650を基線に南へ1～ 10で分け、古墳時代～中世の遺物取り上げは、10m区画内を4等分し5mグ リット

の01～04に分け、たとえばA-1-01と いった具合に区画番号をつけ取り上げた (古墳～中世の区画は、測

点の手違いにより南北方向で65cm南へ区画がずれるという失敗が弥生時代面区画時にわかった)。

古墳時代～中世面 (以下、上層面と呼ぶ。)調査時に遺構調査が終了したごとに弥生時代朝 面の確認グリッ

トを22箇所堀り弥生時代層の確認に努めた。弥生時代中期後半面調査については確認グリウト5で遺物が多く

集石が検出されたのみで他からは、極少量であったことから、確認グリット5を入力で拡張するのみで終了

した。上層面調査終了後、確認グリットのうち、遺物が多いグリットを選び、弥生時代中期前半面 (以下下

層面と呼ぶ。)の調査区を設定し、上層面と下層面の間には、約50cmの 無遺物層である砂礫層が設定する調

査区の大半に堆積していることから、再度パックフォーを入れ、それを除去し、下層面900nfの遺構 。遺物検

出を上層面と同じ方法により努めた。この時、P87(中世火葬墓)、 13号住居跡が、上層面での検出の見落し

から検出された。下層面終了時にこの一層下より縄文時代晩期末の遺物が出土したが、工事掘削が及ばない

ために確認グリットをひとつ掘り確認したにとどめた。下層面の遺物の取り下げは、上層面の5mグ リット

をさらに細かく分け、2.5mグ リットのa～ dに分け、たとえばC-1-03-aと ぃった具合に区画し取り上

げた (こ の区画は前記したごとく上層の区画が南へ65cmのずれがある)。

遺構についてはできるかぎり断面図を作成することにし、ピット。土壊 。集石ピット及び土墳 。集石等は

2分割を原則としたが必要に応じて多分割による立ち割りをおこない、一部については見通し図を作成した。

住居跡の調査は平面的観察以外に土層観察を重視し、重複関係を明らかにした。土層観察は、統一性を持た

せるため土層の観察を担当する調査員を決め確認した。従って住居跡中央に幅50cm～ lmのサブトレンチを

入れ、土層観察および床面の状況を一部確認しながら、次第に全面発掘に切り替えていった。床面で検出さ

れた主柱穴等については、2分割を原則として立割を行ない、分層できるものについては土層図を作成した。

住居跡の多くには白色及び黄色の粘土の貼床が多くみられ、床下ピットの存在も予想されたことから調査終

了時には床面立ち割りを行ない貼床の観察を行ない、貼床の厚さを記録した。建物跡の柱穴については、平

面観察により柱痕の確認できないものについては5～10cm柱穴内を掘り下げ柱痕の確認につとめたが、掘り

込み土層が似たような暗褐色十であり多くの場合は確認できず、2分割を原則として立ち割りをおこなった。

遺物の出土状態の記録はすべての遺構 。グリットごとに行ない層位ごとにまとめて取り上げることを原則と

した。住居跡床面直上出土遺物やグリット出土完形 。半完形また計測復原が可能な土器 。石器については必

要に応じて実測図と点で記録した。遺構番号は遺構の種類ごとに検出順につけた。炭化材 。炭火物は極力原

位置に残して、出土状態図作成後、一部をサンプルとして採集した。

3。 測量の方法

本遺跡の測量方法は、座標の方眼を設定し使用する方法を踏襲し、同山光測舎に委託 して大町市都市計画

図 (1:2500)か ら求めた基準点A(X=+57628.297・ Y=-56865。 942・ H=735。 184m(B(北緯)=
36° 31'03".936。 L(東緯)=137° 51'53"。 971、 真北方向角=+0° 22'40"。 4)、 B(X=+57530.624。 Y=
-56871.077)を 設置し、表土除去作業が終了した範囲から基準点より10m間隔のメッシュ坑を設置した (A

～H。 1～ 10の グリット区画もこれを基準とし、上層面は5m方眼に区切り、下層面では2.5m方眼に区切り

―-14-一



第 I章 調査の経過  第 4節 発掘調査と整理の方法

グリットを設定した。上層と下層のメッシュ及びグリット設定では、上層面の設置時にX軸が南へ65cmの 誤

差を生じて設置してしまったが、グリット配置では修正できずそのまま使用したが、遺構図においては、 ト

レース時において誤差修正を行なった。標高は国家二等水準点749.5081mか ら水準測量によりA基準点に移

設した735。 184mを使用した。

発掘調査区内における測量作業は、設置した10m間隔の地区割用のメッシュ坑に基づき、簡易遺り方実測

により水系を張りlmm方眼紙の実測用紙に測量した。遺構実測図にあっては、遺物の出土状況や集石 。炭

火物などを記録するものと、各遺構全体を記録するものとに分け、必要に応じて部分的な実測図の作成を行

ない、遺構の実測図は20分の 1、 カマド・墓石の実測図や遺物の集中して出上した状況を記録するものにつ

いては10分 の 1を原則とした。カマドについて石組の遺存状態の良好なものはできるかぎり10分 の 1の見通

し図を作成した。

発掘区内の全景図、等高線は、スタジア測量により100分 の 1の図を作成した。

4.整理の方法

遺構図等の整理方法は、発掘調査において遺構ごとに作成した実測図をトレースした後、 4分 の 1に縮少

して、竪穴住跡 。建物跡 。竪穴 。集石全体図等は80分の 1、 カマド部分・集石等は40分の 1を原則にして報

告書の図版とした。発掘調査全体図は、 4分の 1に縮少した400分の 1の ものを報告書の図版とした。

住居跡平面図で、一点破線は床面の堅い部分、二点線は白色及び黄色粘土の貼床、三点破線は粘土と他の

土の混合した貼床を表している。また、 ドットは焼土を、点のスクリーントーンは粘土を表わしている。

遺物の整理方法は、手順として、洗浄一遺構 ,出土地点 。層位 。発掘時は取り上げ番号などの記入一接合

補修一分類一実測 (図化)一写真という順序を原則として行なった。遺物の実測は手作業で行ない、基本的

に実測可能なものはできるだけ図化するよう努め、文様のある破片や圧痕の見られる底部などは拓影図を用

いた。実測図はすべての原寸のままでトレースを行ない、土器は実測図の4分の 1、 拓影図 3分の 1(石器

は石鏃小形石器 1分の 1、 石鍬等の中型石器 3分の 1、 磨石・砥石等 4分の 1、 石皿等 6分の 1、 鉄製器等

2分の 1を原則として報告書の図版とした。

土器で、ロクロ成形しているものは、一点破線がロクロナデ、破線が回転ヘラケズリ及び土器の稜線を表

わしている。石器の使用痕に関しては、磨痕←一一―)。 敲打痕←……→ 。その他使用痕← → を使用

した。
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第 Ⅲ章 遺跡の立地 と環境

第 1節 遺跡の地形 と地質

1.地形 と地質

本遺跡は大町市の東部山地の山麓で、居谷里湿原から流出する沢により押し出された扇状地の中腹にあり、

海抜は734m～735mで南西に緩く傾斜している。

この付近一帯の地形の形成は、西山の後立山連峰から東流する鹿島川と高瀬川の複合扇状地の扇端と、そ

れを覆うように東部山地から西へ流出する沢による小扇状地や崖錐が押し出し、その境を木崎湖に源を発す

る農具川が南流し小段丘をつくっている。

本遺跡付近もおよそ1.5m以 下は西山の砂礫と東山の石英安山を主とした砂礫が混成した黄褐色の堆積物と

なっており、両者の混成は農具川の働きによるものと推定される。

次に地史的に見れば、この付近一帯は松本盆地が沈降する以前は、一連の平坦面で西から東へ緩やかに傾

斜 しており、西部山岳地帯からの河川により砂礫が堆積 [旧河床礫]していた地域である。

その後洪積世中頃の地殻変動により大町市付近 (松本盆地)は沈降し東部は隆起して、1500m以下の東部山

地ができあがり幼年期の地形を呈 している。

地質的に見れば、この三日町から大町市の水源地である居谷里湿原に至る東部山地は、新生代オ三紀末期

頃のフォッサマグナの海に堆積した大峰累層と呼ばれる亜炭を含む砂岩や礫岩と石英安山岩や凝灰岩の互層

が基盤をなし、その上に前記の旧河床礫 (山砂利)の砂礫とローム (2次的に移動したものも含む)が混在

し、層理をなして乗っている。

居谷里の谷を流下する沢は浅く、隆水の多い時は洪水性の出水となり、上記の基盤岩とその風化粘土及び

旧河床礫とローム質などの概 してふるい分けの悪い堆積物が本遺跡付近に間欠的に堆積 し小扇状地を形成 し

ている。

したがって堆積物は、出水時の状況や流路の首振りなどにより層理の不明瞭な部分や明瞭に認められる部

分などが混在 している。

2.本遺跡の土層について

縄文時代から現代までの各時代の包含層が見られる。先ず下から順に見ると、縄文以前の原地形の起伏と

居谷里沢の首振りにより土層の深浅の差は大きく、また土質にも多少の差異はみられるが、およそ1.5m以下

は黄褐色の基盤の砂礫で鹿島川系と東山系の砂礫が農具川の働きにより2次的に混成したものであり、遺物

は包含せず沖積世前期の土層とみられる。

この上に薄く暗褐色の縄文晩期の砂土層が乗り、次の弥生の黒色土層に漸移している。

弥生の土層は厚く本遺跡の中心的な意味を持つものであり、黒色～黒褐色を呈している。この黒色土は腐

-16-



第1節 遺跡の地形と地質

植物が多く含礫粘土質である。当時は湿地性で植生に恵まれた肥沃な土壌であり、土器片の籾痕に見るよう

に一部水田化されておった可能性は十分にある。

黒色上の土質は、東部山地のオ三紀層の風化物とローム質の混成より成り粘性が強い、この中に含まれる

礫はオ三紀の石英安山岩の礫と西山から運ばれた旧河床礫 (山砂利)で花こう岩を主とする酸性火成岩類で

ある。

(1)弥生時代の列石について

扇状地を横切る形でφ20～40cmを主とする巨礫の列が十数米続くが弥生人が目的に列石としたもので、縄

文期の配石によく見られる割石、破石などの人工的な加工の痕は殆んど見られない。岩質は石英安山岩と花

こう岩がほぼ半々でその他の酸性火成岩類も多少含まれている。中でも特大のφ70cmの巨礫は花こう岩礫で

あり、これは鹿島川や高瀬川などから運ばれたものではなく、東部山地に乗る山砂利が洪水時に押し出され

てきた上記堆積物中のものを利用したとみられる。

(a 弥生層に存在する小河川

弥生層上部には列石とほぼ平行に扇状地を横切るかたちで人工的と考えられる用水路状のものがあり途中

分枝している。この水路は農具川の分流なのか居谷里沢を引いているのか不明であるが両者共可能な位置に

ある。

暢)弥生層の終焉

弥生層の上を灰褐色の砂礫層が一面に乗り上記の川もこの砂礫で埋没している。時代は弥生末から古墳時

代にかけて居谷里沢の首振りの結果流水路となり、粘土分は流出し砂礫は3ゝ るい分けられて砂層礫層など層

理がみられる。なお現在はこの砂礫層が帯水層となり湧水がみられる。

これから上の層は定常的な流路となったことはなく、間欠的に押し出される洪水性のふるい分けの悪い堆

積物が上流で供給される土砂の質の違いによりそれぞれ多少異なった堆積物として乗らている。但し現在の

水田面は、開田時に高い東側を削り低い西側に埋立てるなど上部の層序は乱れている。

以上発掘地点だけに限定すれば、現代を除けば一番の安定期は弥生時代の黒色土帯であった。

(森   義 直)
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第 2節  周辺 の遺跡

来見原遺跡の西側を流れる農具川は、青木湖に源を発し、木崎湖から流出して大町市の東部を南流し、社

地区で高瀬川に合流する。水温は高く、水流も四季を通じて変化が少く、その水は、灌漑用水として大いに

利用され、流域の広い水田をうるおしてきた。この川の流域に住んだ人たちの生活跡である遺跡が、次第に

明らかになってきており、旧石器 。縄文時代から、中世にいたる遺物が検出されて、現市街地の成立以前、

農具川流域から東山々麓一帯にかけて点々と村があったことがわかってきてぃる。

農具川の流域には、湿地帯に名づけられることの多い「花見」という地名が大町地区三日町から社地区に

まで広がっていることが示すように、かつてはこのあたリー帯は湿地や、それに近い状態のところが多かっ

たと思われる。このような地域は、弥生時代の人々が先ず開拓して水田とした場所と予想される。そして、

段丘の縁に近い微高地などは、居住地として利用されていることが多かったと思われる。今回の調査地もこ

のような条件下で営なまれた場所の一部として考えられる。そして、弥生時代の遺跡は農具川に沿った地区

に集中しているのは大町市における特徴でもある。このような場所では、弥生時代の遺物ばかりでなく、そ

の後の土師器や須恵器も出土するところが多く、さらに中世にまで及んでいる。

本遺跡の背後及び借馬の東山尾根上に数基の古墳が群となって存在する。すべて高さの低い円墳である。

採土のために破壊された来見原 1号古墳の所見によれば、無石郭の木棺直葬が主体と思われる。

古墳 。奈良 。平安時代 。中世の遺跡は段丘全面及び平地に広がっており、この時代の人口の増加や集落の

発展があったものと考えられる。以下、本遺跡の周辺遺跡を概述する。 (図 8)

1.コ ボレ沢遺跡

木崎集落の東方、農具川左岸山中の西向きの谷一帯にある。旧石器時代の石刃が1点出土している他、縄

文時代草創期～中近世に及ぶ遺物が出土しており、小さい谷ながら各時代の各時期に渡る長期間、継続した

遺跡である。

2.ト チガ原遺跡

コボレ沢遺跡の南、農具川左岸の山麓段丘 。谷 。テラス地形などの地形上に見られる遺跡群。A。 栃の木

原遺跡 。羽黒山遺跡、CO茶臼山遺跡 。羽黒山遺跡、その他BoDoEの 各地区に分けられると思われるが、

各所から遺物の出土が見られる。縄文時代早～晩期、弥生時代中期、平安時代の遺跡である。A地区の段丘

下は1980年、ほ場整備事業に伴なう農具川の河り|1改修時に立ち合い調査が行なわれ、縄文時代晩期後半氷式

の時期の住居跡 1軒と多量の土器、石器が出土した。また、B地区では山道を造る時に縄文時代早期押型文

土器とともに、焼けた石が固まった遺構 (集石炉)があったという。

3.狐久保 1号古墳 。2号古墳

木崎集落の南東方、農具川左岸の尾根上に約20mの間隔をあけて築かれている。2基 とも円墳で、石室は

確認できないことから、木棺直跡と思われる。1号古墳は、尾根の先端にあり、径15m、 高さ1.3m。

2号古墳は、尾根のやや後方にあり、径10m、 高さ1.3m。
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第2節 周辺の遺跡

4.飯網城跡

借馬地籍の北東端、木崎集落の東方にある尾根先、独立丘状のピークに築かれた中世山城である。曲輪が

二箇所に造られている。また、尾根の下方にもこれに関連した施設があったと考えられる。

5。 木崎遺跡

鹿島川扇状地の末端、森城跡の南側にある。平安時代と思われる土器片、中近世の陶器片が出土している。

木崎駅の南西、大北農協平支所の裏手に大法寺 (大沢寺の前身の寺といわれる)と いう寺があったといわれ

る伝承が残る。

6.追分遺跡

鹿島川扇状地末端、借馬集落と木崎集落の中間にある。古墳時代～平安時代・ 中近世の遺物が出上 してい

る。1981年 (昭和56年)ほ場整備事業の事前調査として緊急発掘調査がなされ、中世頃と思われる。集石を

もつ土墳や柱穴が検出された。また、この遺跡は、借馬遺跡と一体となるとも考えられる。

7.と どめき遺跡

借馬集落の西部、鹿島川扇状地末端にある。平安時代の土器が出土している。この遺跡 も追分遺跡 と同様

に借馬遺跡と一体となる可能性が考えられる。

8.借馬遺跡

鹿島川扇状地末端に広がる低地性の弥生時代後期～平安時代 。中近世にかけての大集落遺跡。1979～81年

(昭和54年～56年)01984年 にほ場整備事業の事前調査として北～東部が調査され、住居跡87軒、建物跡39棟

などが検出された。この遺跡はかなり広範囲であるが、端から端まですべて住んでいたのではなく、砂地の

土地の良好な場所を選び集落を造っていたらしい。調査した場所からも農具川が分水 した河川跡や鹿島川か

ら流れてきた河川跡が所々から検出されている。おそらく調査しない場所も調査範囲内と同 じく分水 した河

川と水害のありそうな場所を避け、点々と集落を成していると予想される。この遺跡は出土住居や建物跡の

数から村上郷 (大北地方の奈良 。平安時代の呼び名)の中心として考えられている。

9。 大林遺跡

大町地区分水集落の北方、借馬遺跡の東方の東山中腹のテラス地形上にある。かつて土地の人が炭を焼 く

ために穴を掘ったところ、縄文時代早期の楕円押型文土器が出土している。

10。 分水遺跡

来見原遺跡の北方、東山山麓にある。従来、下分水遺跡、清水遺跡、あれば遺跡、かしわくずれ遺跡とさ

れていたが、山麓の地続き、同じ性格の遺跡であることから一括した。縄文時代早 0前期、平安時代、中 。

近世の遺跡である。小遺跡がいくつか重なっているとも考えられる。

11.か しわくずれ古墳

かしわくずれ古墳は山際よりやや上った小テラス地形上にある。径 9m、 高 lmのやや楕円の円墳である。
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第Ⅱ章 遺跡の立地と環境

12.来見原遺跡

今回調査対照となった遺跡で、東山から流れ出る居谷里沢の出日、沢が形成した小扇状地上にある。従来

は来見原遺跡、大笹遺跡、山の神遺跡に分けられていたが、同じ小扇状地上にあり、同 じような性格の遺跡

であることから一括した。旧石器時代、縄文 。弥生 。古墳・奈良 。平安時代、中近世まで通 しての長期間続

いた大規模な遺跡である。ほ場整備事業に伴なって1977年 (昭和52年)と 今回、南北の両端を緊急発掘調査

が行なわれた。1977年のJヒ側調査で、遺構は平安時代の集石 (図 9)しかなかったものの、弥生時代、平安

時代の遺物が得られ、今回の調査では、弥生時代中期の集石、古墳時代の集石、古墳時代住居跡 1軒、奈良 。

平安時代住居跡12軒、中世の建物跡 。火葬墓などが検出され、弥生時代～中世の多量の遺物が出土 し、大遺

跡である一端を覗かせた。

図10、 4は 1977年度調査の確認調査時に出土 した弥生時代後半期末か、古墳時代初めの東海地方欠山式系

統の高杯である。 5は以前に借馬 。故丸山好一氏により採集された平安時代須恵器の把手付壺である。

13.大笹古墳

大笹古墳は、居谷里沢左岸扇状地扇端の段丘上端、来見原遺跡範囲の中央やや南にある。ttH m、 高さ 2

mの円墳で、上部には道祖神が建てられている。墳丘は、墓地、道路などにより崩れて半壊 している。昭和

17年横にあった木の根を掘った時、剣が 1本出土 した (図 10、 1)。 剣の形から見て古墳時代中期 (5世紀後

半頃)の ものと考えられる。

14.来見原古墳群 (来見原 1～ 6号古墳、山の神古墳)

来見原集落の東方、山腹のテラス地形から山頂にある。現在、円墳が 7基確認されているが、まだ他にも

あるという話があるが確認できなかった。しかし、周囲にあることが期待される。このうち 1号古墳は土採

り工事により破壊された (1970年 (昭和45年)緊急発掘調査 )。

1号古墳は、現在ほぼ全壊しているが、径15m o高 さ2mの大きさで、刀子 (図 10、 3)が出土 した。ま

た周囲から直刀が出土 したという話も聞かれる。石室及び埋葬施設も確認されておらず、木棺直葬と考えら

れた。 2号古墳は、 1号古墳の北にあり径 8mo高さlm。 3号古墳はその北側にあり径13m。 高さlmで、

直下の堰から直刀 (図 10、 2)が出土 している。 4号古墳は 2号墳の上部にあり径 6mo高さ lm。 5号古

墳はその北側にあり径5。 5m o高 さlm。 6号古墳は3号古墳上方にあり径10m。 高さ2m。 山の神古墳は 1

～ 6号古墳のある上方、ほぼ山頂にあり、 7基中最大で、径13m o高 さ2mでぁる。山の神古墳は立地など

から見て、 7基の中でも最も古いタイプのものと考えられる。これらの古墳は、 1号古墳同様に石室は確認

されず、あま池古墳群同様に木棺直葬と考えられる。また古墳群は、 1号古墳の刀子、 3号古墳の直下出土

の直刀、山の神古墳の立地などから見て、古墳時代中期～後期はじめに造られたと考えられる。

15。 あま池古墳群 (あ ま池 1～ 4号古墳)

大笹古墳の東側、山際のテラス地形上で、現在、自山社の祠が祀られている周辺にいる。小規模な古墳群

で、現在円墳が 4基確認されている。

1号古墳は、 4基中で最も大きく、径 7m、 高さ2.5m。 2号古墳は、径 7m、 高さ lm。 3号古墳は径

7.5m、 高さ1.5m。 4号古墳は径 7m、 高さlm。 4基の古墳とも石室をもたない、埋葬者を棺に入れその
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第 2節 周辺の遺跡
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第Ⅱ章 遺跡の立地と環境
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第 2節 周辺の遺跡

まま埋め、土を盛った木棺直葬と考えられる。

16。 大笹南遺跡

霊松寺山麓、農具川左岸の段丘上にある。平安時代 0中近世の遺物が出土している。また縄文時代の遺物

が出土 したことがあるというが詳細は不明である。

17.花見遺跡

市街地の東側、農具川に沿った地域である。農具川をはさんで右左両側から遺物の出土が見 られることか

ら右岸と左岸に分かれ、遺跡があるものと推定される。1984年 (昭和59年)にほ場整備事業に伴なって、左

岸の段丘下が緊急発掘調査され、平安時代の住居か作業小屋と思われる竪穴 1軒と水田に係ると思われる堰

のような溝跡 1本、遺物が集中する場所が2ケ所検出された。

18.霊松寺山遺跡

霊松寺山の山麓から上った西向きのテラス地形上にある。すぐ北側には、八徳沢が深い谷を形成 して流れ

る。越遺跡・山田町遺跡とも呼ばれたこともある縄文時代早強～中期・晩期の遺跡である。

(島 田 哲 男)
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第Ⅲ章 遺構と遺物

第Ⅲ章 遺構 と遺物

第 1節  調査 の概要

来原遺跡は、東山から流れ出す居谷里沢の扇状地上の緩斜面上に立地する旧石器時代～中近世まで通 した

長期間に亙る遺跡である。今回の調査対照地は、この南東部にいたり、縄文時代晩期末～中近世の遺物包含

層が重複 し、各時代の生活面がほぼ分けることができる重層構造となった遺跡で、各種の遺構とそれらに伴

う多数の遺物を検出した。

表土層下の暗褐色十上部は、中世の生活面層が確認でき、部分的に開田時に破壊されているが、村の西端

部分と思われる竪穴、建物跡、柱列、火葬墓、土墳、ピットなどに伴ない、土師器 。青磁等の遺物が検出さ

れた。その下層の暗褐色十層下部は、奈良 。平安時代の生活面層で、あまり鮮明には線引きできないものの

奈良時代と平安時代が遺構面で分けることができ、竪穴住居跡12軒 と土壊 。ピット・ 集石などの遺構に伴な

う遺物が検出された。特に焼失住居 。それと思われる住居が半数あることは注目され、平安時代末の資料の

存在は、社地区五十畑遺跡に次ぎ大北地方の古代～中世への変化を知る上で重要と思われる。この下層の暗

褐色土は古墳時代層であり、祭祀的と思われる集石 。列石とともに多量の土師器それに伴なった古式須恵器

の存在は重視され、須恵器腺などの存在、発掘区東側が高くなっていることなどから、古墳が削平されてし

まったものとも想定できる。この下層は、弥生時代後期～古墳時代前期の河川堆積により形成された砂礫層

であり、扇状地上を横切るように流れた河川跡検出され、この河川が何らかの理由により人為的に造 られた

ものと想定できるものであった。この下層黒色土は、弥生時代中期の包含層で、上部が後半、中～下部が前

半と生活面が分けられた。この黒色+層は南部に至るほど漆黒色が強くなり、南部は湿地であった傾向が強

く、北部は生活面の一部で、本来の集落は東側上部にあったと予想される。遺構としては集石 。列石 。ピッ

トが検出されたものの、その性格ははっきりとしないが、焼土を伴なった配石の存在は生活跡としての一面

を覗かせてくれた。出土遺物は多量であり、これら遺物は廃棄されたものが主でと思われるが、弥生中期前

半の資料は松本平でも屈指の資料であろう。また、この下層の砂層には縄文時代晩期末の資料が確認された。

また、 トレンチ調査区 (図11)か らは、何箇所もの小河り|1跡 と湿地に形成されたと思われる黒色± 0黒褐色

土の存在があり、水田跡は検出できなかったものの、その可能性を思わせた。

第 1次調査 (1977(昭和52)年)の北端調査結果を考え合わすならば、弥生時代中期前半においては、南

北端の両側に生活を営み、中期後半になると南側が中心となり、後期には北側にその中心が移 り、古墳時代

には、周辺及びここに古墳やそれに関係した祭祀場が設けられ、それを造営する集団が遺跡内のどこかに集

落を営なみ、奈良時代になると集落が南側部分から再び造られるようになり、平安時代には遺跡全体にわたっ

て集落が形成され、中世に入ると文献に登場するような「胡桃原」「大さ 」ゝの村々が形造 られたものと想

定される。

今回の調査の遺物で特に注目されるのは、弥生時代中期前半の遺物群と古墳時代の古式須恵器 (5世紀後

半～ 6世紀初頭)を伴なう土器群で、この地方の様相を探るのに良好な資料を提供したといえよう。
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第Ⅲ章 遺構と遺物

第 2節 細文時代晩期の遺物 図12)

弥生時代中期前半面終了時に、縄文時代晩期の土器片が数点検出された。確認グリットを入れ包含層を確

認したところ、弥生時代中期前半面下10～ 25cmの黄褐色砂層中で量的にはさほど多くない包含層が確認され

た。この包含層は工事掘削範囲外となっており確認するにとどめた。

1は 口縁部に 3条の浮線を施し、胴上半部に浮線工字文を施 した壺形土器である。 2は深鉢の回縁部、 3

は東海地方樫王式系統と思われる壺形土器で、日縁端部に押圧をもつ降帯を、それ以下に条痕を施 した大粒

の砂粒がめだつ固い焼きである。 3は胴下半に斜位の細かい条痕を施した深鉢片、 4は撚糸文を施 した深鉢

片、 5は縦位の条痕を地に曲線的な雷文を施した深鉢片、 6は土製円板である。

0~=「 ~7~~7~~~~ユ _____――――-1」眸m

辟1° ]7

o                5              10Cm

図12 縄文時代晩期末土器実測図 (1:4)、 拓影図 (1:3)、 土製品実測図 (1:3)

第 3節 弥生時代中期の遺構と遺物

弥生時代中期の生活面は弥生時代後期～古墳時代前期に流れたと思われる河り||に より所々削られたり、切

られたりした状態で検出された。中期前半面についてはその河川跡に包含層が削られた部分は残して調査し、

後半面については、上層調査時に掘った確認グリット5以外には遺構の存在、遺物の集中が認められず、確

認グリット5を拡張して調査するにとどめた。前半 。後半ともに遺物分布の主体が調査区東側にあることか

ら、生活の主体は調査以外の東側にあるものと考えられる。

1.ピ ット (図 14。 15,写真 7・ 11)

礫を伴なうP89(94× 74cm。 深さ30cm)。 P90(80× 52cm。 深さ25cm)と 、弥生確認グリット14で柱穴

状のP91(24× 24cm。 深さ30cm)、 P92(24× 22cm。 深さ30cm)が検出されており、いずれも中期前半に

伴なうものである。すべて、埋土は黒褐色土であった。
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図13 弥生時代中期前半調査区全体図 (1:400)
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2.焼土 。配石 (図 16,写真 7。 8)

E-5、 F-5区の境、北側で検出された。配石は、1.9× 1.25mの大きさで30ケ の人頭大前後の礫が比較

的平担面を上にして、不整形な弧状に並ぶ、その南端に接 して1.6× lcmの範囲で焼土 。炭を多 く含んだ暗

褐色土層が広がり、その中央附近に焼土が 2箇所見られる。周囲には遺物が多く集中して見られた。周囲を

精査 したが柱穴等の施設は検出できなかった。この性格については不明であるが、生活の主体が調査区の東

側と予想されることから、居住に関わる一施設と考えられる。
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図16 弥生時代中期前前焼土 。配石
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図14 弥生時代中期前半ピット
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第Ⅲ章 遺構と遺物

3.集石 。列石

(1)中期前半の集石 (図17～20,写真 8～ 11)

集石 1～ 8ま でに大まかに分けられるが、礫が周囲に散在する部分もあるのですべてを含め群として捉え

られると思われる。集石 1～ 8ま ですべて、整った形のものは少なく、掘り込みを伴なうものは集石 6の み

であった。遺物は、包含層内といった形の散在したものが多く、集石 1は礫とともに石皿が見 られ、集石 5

の礫下部には壺の口縁へ頸部の完形品 。集石 8に は炭火材が出土した。また、焼けたと思われるやや赤変化

した礫が各集石に 1～ 3ケ程度見られ、周囲に散在した礫にも焼けた礫が所々に見られた。性格については

特殊な遺物も少なく、土器 。石器が包含層と同様な形で出土しており、生活に関るものか、祭祀的なものか

は不明である。

1)集石 1(図21,写真 8)

B-2区北側で検出され、150× 70cmの 楕円形に36ケ の挙大～人頭大前後の礫が集められている。礫中に

は石皿も有り、無頸壺 。甕の大破片が出土 している。

2)集石 2

集石 1と P90の中間にあり、100× 80cmの ほぼ円形に17ケ の挙大～人頭大前後の礫が散在する。特に遺物

は見られなかった。

3)集石 3(図 20,写真 8)

C-3区北東側で検出され、300× 90cmの長楕円形に50ケ の挙大～人頭大前後の礫が散在する。甕の大破

片が中央部附近より出土 している。

4)集石 4(写真 8)

C-3区南東側で検出され、250× 80cmの範囲に26ケ の礫が散在する。礫の集中度はまばらであるが、南

側の集石 5にかけて礫が散在しており、集石 5ま でいくつかの集石が続いていた可能性がある。礫の中には

磨石が見られた他は、特に遺物は伴出していないが、検出面北側に甕 。壺の大破片が見られた。

5)集石 5(図 21,写真 8。 9)

C-3・ 4、 D-304区 の接点南側で検出された。径64cmの円形に20ケ の挙大～人頭大の礫が集められ

ている。東端の礫下から壺の口縁～頸部の完形品が出土 している。また東側には、人頭大の大礫、遺物が多

く集中して見られ本跡に関係するものとも考えられる。

6)集石 6(図 21,写真 9)

F-5区の南東側で西部を河川跡に切られた状態で検出された3.5× 2.7mの 楕円形に180ケ の挙大～人頭大

の礫が散在する状態で、深さ30cmの 掘り込みが下部に見られる。掘り込み内の埋土は、炭粒を含む黒褐色土

の単層であった。

7)集石 7(図 21)

集石 6の南側で検出され、80× 70cmの 範囲に15ケ の挙大～人頭大の礫が集められている。伴出遺物は特に

見られなかった。

8)集石 8(図22,写真 9)

集石 5。 6の西側、F-6区北側で検出され、3× lmの範囲に78ケ の挙大～人頭大の礫が帯状に集められ

ている。帯状の東側部分に礫が組み合うような部分が見られる。東端近 くには20× 6cm、 厚さ 3cmの炭火

材が出土 した。南東約 5mにある列石にほぼ直角に交わるような位置にあり、礫の状態も列石に近似 してお

り、列石に関係する集石とも思われる。

一-34-―



第 3節 弥生時代中期の遺構と遺物

寸④

°

鰈 。

集石2 。
（

）

。

＋

″

う
°

図17 弥生時代中期前半集石全体図(1)(1:80)

一-35-



第Ⅲ章 遺構と遺物

く
＝

ｌ

ｏ
３

が 建
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
ヽ
ヽ

X = -l r:.^-' J/OZ3-

く

＝

１

８

５

ｏ
Sち。

ち
x=+57620

ち
ヽ。もパ

ノ

０
ヽ

く
＝

―

輿
む

０

X=+57620-

図18 弥生時代中期前半集石全体図(劾 (1:80)

←
も

仁X≒鞄5
く

＝

―

勲
ぼ

ど

%

く
＝

ｌ

ｏ
８

ぶ

一-36-



キ

Xが

が
ブ マ ダ

ヽ
ヽ

％

＼

　

プ

審
尚

イ

132 .25 m

ヽ

マ

ヽ

へ②
Ｓ
¨
旨

ら

℃ ゝ
0

眠

ヽ
も

※

%×
鉤

。 S。

/＼ヘ

が

＼ル

ヽ

ヽ
ヽ
%

´
キ

:ゞLσ ぶゞ 質

/喘 ギ 難』り∬亦
」
・。機

aば 9
0 も
υ 0以

9
騒

。
ｏ

‘
〇
〇

Ｅ
ｏ
一
．
”
一
ト

図19 弥生時代中期前半集石全体図(3)(1:80)

―-37--38-



、多キリ
ご  く,3。診

′
よ

グ`キ
g595

鶯ッ

、
//キ ぢfpヶ

/ノ
/ノ

//

ぎ /、

多キ57590

巡

ヽ

ヽ

図20 弥生時代中期前半集石全体図(4)(1:80)

―-39--40-



―

絨

―

毬

甘

赳

ε
‥
・

０

１

＋

④

　

タ

‐
Ｒ痴

５

注

④

　

タ

上       」 ,II.・m  r

■   |:器   ユ ,"ぃ。ぃ

集石 1

≠」′̈

生      』
。

|

集石 5

ヨ

ヽ
――
晟
下
鰺
―
―
営

．
‥
ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

A                            ■ ""m 
集石 607

図21 弥生時代中期前半集石(1)集石 10305・ 607(1:40)

一-41-



第Ⅲ章 遺構と遺物

、.,渉キ

0 の

泌 荀
ど、仄

図22 弥生時代中期前半集石 集石 8(1:40)
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第3節 弥生時代中期の遺構と遺物

(2)列石 (図 19。 23,写真 9～ 11)

F-6区東端、G-6、 H-7にかけて、長さ18m、 幅 1～ 2mの範囲で検出され、調査区外、南東側ヘ

続いていくものと考えられる。礫は挙大～人頭大のものが多く、大きいものでは40cm大のものも有る。石の

積み方は、平均的に整のっておらず、集めてただ積んだといった形であるが、南側へ向うほど幅が広 く、礫

の集中度が増す。中央部附近の礫間には灰白色粘土が部分的に見られ、鹿の骨片が集中する部分も見られ、

周辺及び、集石を覆う黒色土、集石上や内部からは多量の遺物が得られた。しかし、集石を覆う黒色土は礫

表面が黒くなるほどの漆黒色土層で当時は湿地であった可能性が高い。この性格については不明であるが、

湿地に造られた何らかの施設と考えられ、遺物についてのほとんどは、ここへ廃棄されたものと考えられる。

本跡周辺の等高線は調査区外に入り込むような形になっており、浅い小さな谷的な地形であったと予想され

る。土層が湿地的な漆黒色土であり、本跡と集石 8は ほぼ直角に交わる形で、あることから、列石西側は後

世の河川により大半が荒らされた状態であり、はっきりとしなかったが、当時の水田に関わる区画的なもの

とも推定することもできる。

G)中期後半の集石 (図24,写真13。 14)

弥生時代確認グリット5(拡張時に2m区画で、 1～ 10に分けた。)で検出された。下層20～ 30cmに は中

期前半の列石検出面がある。礫が集中する箇所は南北 2つ のプロックに分けられ、この東側調査区外に続 く

可能性もある。集石の礫内には、焼け石もいくつか見られた。北側プロックは礫が浮くものが多 く、礫下部

に土器が多く見られたが、南側プロックのものは生活面と思われる面に比較的貼り付いた様な状態で、遺物

も礫上面に多く見られた。両者とも下部に掘り方等は確認できなかった。この集石のある黒色土層は、下層

の漆黒色土とはっきりとは区別できなかったがやや黒みが薄い感じであり、この集石が造 られた時点では湿

地的な状態がある程度、治まっていたと考えられる。この集石の性格ははっきりとしないが、出土遺物は一

般的なものが多く、生活に関係した何らかの施設であったと考えられる。

4.河川跡 (図 15,写真 11)

弥生確認グリット9。 14018、 21で検出され、河川内の黒色土層下部より弥生時代中期の摩滅の少ない土

器片等遺物が出土した。砂粒も少なく、湿地の黒任.十 といった感じであり、比較的緩やかな流れであったと

思われる。グリット14で は河川東側にP91。 92の柱穴状のピットが検出されており、これに関係 したピット

と思われる。河川の幅はグリット14で3.8～4.5m、 グリット21で 2"であり、深さは15～ 30cmと なだらかな

底の断面形である。黒色土上には灰色砂礫層がレンズ状に見られるが、これはこの河川が埋まった後に凹を

流れた河川の堆積物と思われる。

5。 遺物出土状況 (図25～27)

中期の遺物は、下層黒伸,十が包含層となっており、上部が後半、下部が前半となっている。この黒色土は

前半と後半であまり差は認められず、上部に至るほどやや黒みが薄くなる程度であったが、弥生時代確認グ

リットにおいて遺構面 (集石と列石)が 2面検出することができ、どうにか分層が可能となった。平均 して

黒色土層は30～50cmであったが、上部の10～ 20cmは中期後半 (票林式期層)、 下部20～30cmは前半層 (寺所・

阿島式ないし新諏訪町式期層)と判断された。しかし、東側に向ってだんだんと地形が高 くなっており調査
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図24 弥生時代層確認グリット5、 弥生時代中期後半集石 (1:60)
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第 3節 弥生時代中期の遺構と遺物

区の北半分の東端では包含層がだんだんと薄くなり、中世～弥生時代まで同一化し初めており、おそらく 1

段高い調査区外東側では包含層が同一層となっているものと考えられる。また、遺物出土量が調査区東側で

少なくなっているのも包含層が薄く同一化しているからと考えられる。

前半層の遺構としては、前記した、ピット、配石 。焼土、集石が検出されている。土器、剥片 (黒曜石、

建質頁岩・その他)、 石器の出土量及び分布を見て見ると調査区内で出十量の多い箇所が、①B-1。 C-1、

②C-3・ D-3南西部 。D-4北部、③E-4南東部 。E-5東部 OF-5、 ④F-6東部 。G-6・ H一

7北部の4グループに分けることができる。そして、①には集石 102、 P90が、②には集石 3～ 5、 P89

が、③では配石 。焼土が、④では列石が検出されており、それぞれに遺構と関係しているものと思われる。

特に④は、焼土の存在と多くの遺物の存在から居住圏の一部施設と予想される。しかし、包含層遺物は、斜

面を降りた位置にあること、湿地性の漆黒任.十 が堆積する (特に調査区南側、④グループ)こ となどの条件

から、その多くは廃棄された遺物と考えられる。そして、調査区東側に地形が高いなる線に沿って遺物の散

布が多いことから、居住圏は、すぐ東側の高い地形上にあると予想される。

後半層の遺構としては、前記した集石のみであったり、集石が検出された確認グリット5で遺物の集中が

認められた他は、包含層がなかったわけではないが、数点の遺物が検出されるのみでごく少量の遺物であっ

た。確認グリット5は調査区の東端に設定したグリットで、前半と同様に主体は東側にあると思われる。

2ロ

3ロ

軍

図25 弥生時代中期前半土器出土分布図 (1:600)

―-45-



第Ⅲ章 遺構と遺物

1

2ロ

3ロ

4

押

1

2ロ

I  B

I  B
① 黒曜石原石。剥片

3ロ

4

■

② 頁岩。チャード。その他原石。剥片 7  1
図26 弥生時代中期前半原石剥片出土分布図 (1:600)

□“
川

I  F

ヽ

ヽ



第 3節 弥生時代中期の遺構と遺物

I  B
1

2ロ

3ロ

4

I  B

O   Ю   20n

1

2ロ

3ロ

一
筆

O   Ю    20n

図27 弥生時代中期前半出土石器分布図 (1:600)
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6.遺物

出土遺物は多量に有 り、時間的制約等の種々の制約の中で、すべてを提示することが難かしく、土器

はごく一部のみ、石器はまったく提示できず分折できなかったことをお詫びし、了解願いたい。これ ら

遺物については、いずれ機会を見て、報告 。提示 したいと思 う。

(1)土器

1)中期前半の土器 (図 28～38,写真42043)

今回出土の弥生式土器はおよそコンテナに20箱前後有る。器種は甕、壺 (細 頸、広日、無頸 )、 異形

土器があり、主体は甕 。壺で、異形土器は特殊な土器である。

甕 (図 28～34,写真42)

口縁部文様帯と胴部文様帯が分けられるものと分けられないものがある。主体となる文様としては、

条痕文系 [縦位 。横位・斜位](1～ 61、 67～ 81、 83～ 86、 422)、 条痕文系 [縦 。横羽状](87～ 132、 423)

、櫛描文系 [直な波状 。曲線的な波状](133～ 223、 425～ 429)、 櫛描文系 [縦・横位の直線](62～ 66、

82、 424)、 刺突文 [櫛・竹管]の土器 (224～ 233)、 沈線文系 (234～ 244)、 細文系 (245～ 249)、 八ケロ

のみの土器 (250～ 251)、 無文 (252)に 分けられ、253～ 265の 条痕文系、266・ 267の 八ケロの施 された

土器であるが胴下半部片であり、上部に何が施されるのか不明であるので一応分けた。

甕で特微的に多いのは口縁端部に見られる押圧文、櫛、竹管による刺突文で、約80%ぐ らいのものは

これらを施 したり、日縁を波状的にしたりしている。そして、施文工具としては太い櫛状工具が多 く条

痕の工具 もほとんど櫛状工具を使用 している。

壺 (図 34～37,写真42。 43)

細頸壺 。広口壺 。無頸壺に分けられるが、器形の細分は、口縁部のあるもののみとし、主体的文様で

分けた。268。 269は細頸壺、270～ 273、 は広口壺、274・ 275は無頸壺である。

主体となる文様で分けると、細文系 [沈線 。刺突文・ 条痕文 。櫛描文等の文様が組み合わさる。]

(268。 270～ 273・ 276～ 343)、 条痕文系 [櫛的なものも有る。部分的に縦羽状になる。](344～ 363)、 条痕

文系 [櫛状工具による横羽状文](370～ 372)、 櫛描文系 [縦羽状文及び、波状文的な羽状文](364-366。

368。 369)、 沈線文系 [羽状文373～ 377。 変形工字文386～ 394。 その他に分けられる](373～ 394)、 無文

が主体で一部に沈線、降帯を施す土器 (367・ 395～ 397、 393は 浅鉢の可能性もある。)、 刺突文を伴なう

土器 (398～408)、 櫛描文系 [沈線等が組み合わさる](4100412～ 415)、 櫛描文系 [横 。縦位、波状文 ]

(409。 411・ 416-421)に分けられる。

異形土器 (写真43)

楕円形の湾曲した筒形で、日縁及び底部がなく全体形は不明である。地文は細文で、沈線文を施 して

いる。他に図示 していないが 1点異形土器の破片がある。

2)中期後半の土器

器種は壺 。甕 。鉢がある。

甕 (図 39、 1～ 16・ 23)

櫛描文が主体で、日縁端部に組文が施されるものはLRの組文が施されるものが多 く、口縁に端部を

押圧ないしは削り出し、波状口縁風にしたものが見 られる。櫛描文は波状文、羽状になるものが多 く、

波状文を縦位の櫛描文で区画するものも (2・ 4～ 8。 10。 12。 13)も ある。また、胴部に櫛による列
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第3節 弥生時代中期の遺構と遺物

点文 (刺突文)が施されたもの (7～ 9。 12)、 日縁部が受け口状になり縄文が施される土器 (15・ 16)

も見 られる。

壺 (図 39、 17～ 21・ 28～ 31)

縄文 。沈線が施されるものが多い。器形は、朝顔状の口縁部とややソロバ ン王状の球状胴部のものが

主体と思われる。○は無文で、口縁端部に四ケの突起をもつ、赤色塗彩された壺である。

鉢 (図 39、 32)

口縁部は欠損 しており不明であるが、日縁部が外に開 く鉢で内外が赤色塗彩されている。

3)弥生時代後期の上器 (図 39。 22)

弥生時代中期調査区の中央を流 した河川跡礫層内から出土 した。櫛描波状文を施 し、日縁をヘラで刻

んだ甕の破片である。

(2)石器 (写真44～49)

打製石器として、石鏃 (96点 )、 石錐 (10点 )、 石匙 (3点 )、 スクレイパー (10点 )、 ピエス 。エスキー

ユ (楔形石器)(30点 )、 石鍬 (打製石斧)(25点 )、 石包丁 (16点 )、 石鎌 (1点 )、 有肩扇状形石器 (1

点)が、磨製石器として、磨製石斧 (太形蛤刃石斧、柱状片刃石斧等)(6点 )、 石包丁 (1点 )、 環状石

斧 (1点 )、 石皿 (1点 )、 磨石 (6点 )があり、この他に使用痕のある剥片 。石核 (剥片石器)(55点 )

が出土 している。石器としては細文時代的なものと弥生時代的なものが半々である。特微的なことを 1・

2点記 しておくと、石鏃は、縄文時代のものと比べ、製作が簡略 したものが多 く、使用する剥片の縁辺

だけを加工 し形作るもの、剥片の片面のみを加工 し、片面はほとんど加工せずそのままといったものが

多 く見られる。石鍬、石包丁では大、小の二種が見 られ、石包丁は剥片をあまり加工せずそのまま用い

ているものが見 られる。

出土石器のほとんどは、中期前半層からのものが主体で、中期後半のものは石鏃 (3点 )、 磨製石斧

し太形蛤刃石斧 。有孔石斧)(2点 )のみであった。

(3)土製品 (写真48)

土製紡錘車片が 2点出土 した。 1は沈線文を施 し、 2は刺突文を施 している。

(41 布目圧痕、モミ痕の残る土器 (写真49)

土器底部に布目圧痕の残るものが約50点出土 し、土器器壁にモミ痕が残るものが15点見 られた。

(島 田 哲 男 )

―-49-―



第Ⅲ章 遺構と遺物

|プ⑮ 卜で

肛Z褥
墨罠錆奨蓼六仁マ蟷

0        5       :Ocm

壽了熙ポ

潮魃

図28 弥生時代中期前半土器拓影図 (1:3)
一-50-―



鱚F tt■鱚く

判聰利炒予靱5M｀6

』鸞√螂 F
83                        84

∫

７６

脚
∫
∫
烙

ん

Ｊ

爵

日

■

鴨

Ｕ

弾

８

隋
８‐

♂
85
」111hiゝ ∫

86

にで

¬%で
!02

図29 弥生時代中期前半土器拓影図 (1:3)

-51-

0        5       :Ocm



第Ⅲ章 遺構と遺物

了

‐０７

　

‐‐２

Ｈ

＝

川

用

脚

留

‐２

蜃憬梁琥ξ
ll

昴で" 降…津―型
m



マ

写ヽ 7

】

■

■

Ｒド
∫

‐４２

．一
一一
膊

〃
ダ
鴫

′
∫

臨

「

Ｊ

Ｊ

層

層

目

‐ ６

曇
一Ｎ

一

一

７
離

ピ

‐７６

Ｔ
／
Ｌ

魃
一讚

第 3節 弥生時代中期の遺構と遺物

魃薇 ‖`4

了8 9イ

161

179

晰

8

図31 弥生時代中期前半土器拓影図 (1:3)
―-53-―



第Ⅲ章 遺構と遺物

ξ
Ｊ
吼

″

〃

」

川

〃

〃

脚

″

‐８７
鶉

∫
砲

Ｍ
Ｈ
Ｈ
＝
Ｈ

‐―
＝
＝
月
２

ヽ
＝
＝
Ⅲ
胤

目
倒
却
嶋

目

〃

札

２‐６

3`m“

図32 弥生時代中期前半土器拓影図 (1:3)

一-54-―

農

0__「_π__T_¬~~卓三二________1』眸m



２２３

第 3節 弥生時代中期の遺構と遺物

屁

聰
2∫ ン∫

224

220

225

図33 弥生時代中期前半土器拓影図 (1:3)
一-55-―



第Ⅲ章 遺構と遺物

圏

胤

駄

胤

馳

鴨

Ⅶ

劇

脚

２ ６

風
閥
酬
同
国
ν
い
（ヽ―田
２８

釉
赫　
　
８

い

い

ヽ

い

２

＝‐‐‐‐‐　　銹嘴

ふ鐘
´
ヽ
２８６

マ
　
　
　
Ｍ
＝
＝

ヽ
　　　　　『軸『

〔

麟

　

　

　

　

　

　

　

　

赤

ヽ

２８５

ヽ

２ ８

脇
酬
脚
旧
脚
囲
呵

２６０

面

倒

圏

岬

層

岬

２５

Ｍ
国
撤
Ⅷ
１１‐
＝
＝
＝
劇
留

２

２ ６ ３

淘
川
解
＝
＝
＝

‐―
＝
智

２６２

霧予
∩
鴨
Ｗ
円
国
２６

仄

ヽ

２ ７

釉
『

ヽ

２７６

・静れわ̈一一い「
舅

ヽ

ヽ

ヽ
一

7鰊
270

猾盗 4

271赤

予

5k
278赤

283赤

弥生時代中期前半土器拓影図 (1:3)(赤 は赤色塗彩された土器)

一-56-―

＼
292

Eヨ 34



尚 8`

第 3節 弥生時代中期の遺構と遺物

鯵 ]`麒 0`6

マ＼"丁
濶`

8

318

＼

２９９
機り

，ヽ

334

ま

３４‐

¨

ヽ

３４

難

―-57-―



意

ヽ

ヽ

３

一

一

〕

磁

嗽

３４７

拠
ぎ̈

持
＝
＝
‐
‥
Ｉ
Ⅲ
Ｕ
Ц
一
３４

曲
げ

蠅 難ヽl
345赤       346赤

・ヽ
9

ヽヾゴ＼
_ヽ         350

沐笏鉤
354

×
｀.・

          359

ヽ

３ ５

ゝ

３ ５

360

３ ６ ２

瑶了ノ 「ヽ ヽ
365                           366

Ｘ

３６８

瞑楔螂ヽ 間仏ヽ “鷺

磋彗 脩 鶴 躙ヽ
又

39:

薄讀恣7鶉

0               5             10cm

ヽ

３

‐ゝ

３８５

蜃

鋏

＼ うヽ
387               388

ヽ
３９

眈ヽ
＼

図36 弥生時代中期前半土器拓影図 (1:3)(赤 は赤色塗彩された土器 )

一-58-―



第 3節 弥生時代中期の遺構と遺物

〆 冬 ‖
396395赤

＼蘊Ｗ
】

・

・

口

・　

３

雉 “ゝ1%閻価誦
ル・―プ              409

ヽ

仏
一＼薦ヽ唖
喜

珈
デ

爵ヽ
42!

昴

図37 弥生時代中期前半土器拓影図 (1:3)

4!7赤

―-59-―

(赤は赤色溶彩された土器)



第Ⅲ章 遺構と遺物

図38 弥生時代中期前半土器拓影図 (1:
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第 4節 古墳時代中 0後期の遺構 と遺物

古墳時代面は地表下平均50～ 70cmの やや黒っぽい暗褐色土層が包含層 。生活面 となっており、住居

跡 1軒 と集石・列石、土器集中出土地点等が検出された。古墳時代の遺物分布等の主体は調査区東及び

北側にあることから、この主体は、調査区外の東側から北側にあり、調査区はこの南西端にあたるもの

と考えられる。

1.住居跡

(1)10号住居跡 (図79,写真28)

遺構 B-3区 のほぼ中央で、平安時代末の5号住居跡に約半分を掘り込まれ、切られる形で検出された。

プランは、半分が切られており全体は不明であるが、一辺2.8mの 方形を呈すると思われる。壁高は、 7～

15cmを 測る。床面は、平坦であるが、東から西へやや傾斜をもち、軟弱である。床面を精査したが柱穴等の

施設は検出できなかった。また、カマド等の施設もなく、カマドはあったとして切られて残存 しない北半分

にあったと思われる。

遺物 遺物は少なく土器片のみであった。 1は黒色の有段の杯か高杯の杯部である。 2は、須恵器蓋の天

井片である。須恵器から見て本跡は5世紀後半～ 6世紀初頭の住居跡と考えられる。

2.集石 。列石 (図41045,写真15～ 19)

(1)集石

上層調査区の北東側、B-1、 C-1～ 3、 D-2～ 4、 E-3。 4区 にかけて検出された。大まか

に集石 1～ 8、 列石に分けられるが、周囲に礫が多 く散在 しており、すべてを含めて一群として捉え ら

れると思われる。また、調査区北東側東端には、一段高 くなった部分があり、この部分が古墳墳丘の 1

部であり、古墳が削平されてしまったものとも予想され、これに伴なう一施設とも考えられる。集石周

辺からは多量の土師器が出土 し、特に高杯が量的に多 く見られ、古式の須恵器 (腺、蓋付杯の身、蓋 )

がこれらに伴ない出土 しており、祭祀的な性格を感 じさせる。下部に掘 り方が見られるのは集石 1の み

であった。礫の集積状態が整っているものは少ない。

1)集石 1(図 43,写真17)

C-2・ 3区の境で検出された。1.9× 1.4mの規模で、人頭大の礫を22ケ 集めている。楕円形の掘 り

方が下部に見 られ、深さは18cmを 測る。

2)集石 2(図43,写真17)

C-1区 で検出され、西側には土器集中地点がある。1.9× lmの楕円形で人頭大よりやや小さめな礫

を多 く使用 している。周辺からは土師器の高杯が多 く出土 した。
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図40 古墳時代調査区全体図 (1:400)
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図41 古墳時代集石全体図(1)(1:80)
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3)集石 3(図 43,写真 17)

C-2区北側で検出され、南側には列石がある。3× 1.4mの規模で、挙大～人頭大の礫が集め られ

ている。北側には、65× 50cmの 巨礫がある。南西 lmで須恵器大形腺が出土 した。

4)集石 4(図 43,写真 17)

列石の南側、C-2～ 3区 にかけて検出された。30～40大の礫を中心に列状に集石されている。南の

列石の一部とも考えられる。

5)集石 5(図 44,写真 17)

C-3区東側で検出され、 1× 0.7mの範囲に挙大の礫を中心に集積している。

6)集石 6(図 44,写真17)

D-3区西側で検出され、2.7× 1.lmの範囲に挙大の礫を中心に集積 している。

7)集石 7(図 44,写真17)

D-3区南西側で検出され、 1× 0。6mの範囲に挙大～人頭大の礫25ケ を集積 している。周辺には土

師器高杯が多く出土している。

8)集石 8(図 44,写真17)

D-4区北側で検出され、人頭大の礫を中心に集積している。柱状の礫が多く見られるのは特微的で、

北東部には石囲い的な石の並びが見られ、そこから須恵器腺が出土している。

(2 列石 (図45,写真15～ 16)

C-2中央部付近で検出され、7× 1.2mの帯状の範囲に挙大～人頭大の礫を集積 している。礫の集

積状態は集石と同じくあまり整っていない。この列石より西側に礫はあまり散在せず、東側には多 く散

在している。南北西側には集石 304があり、北端の西側 lmで須恵器大形腺が出土 している。下部に

掘り方等の施設は見られない。

3◆ 土器集中地点 (図46,写真18)

B-1区東側で検出された。土師器甕2個体と小形の壺 1個体が、つぶれた状態で検出された。集石に近

接しており、集石 。列石に関係したものと思われる。

4.遺物出土状況 (図47)

遺物は土器が中心であり、集石周辺B-1、 C-1～ 3、 D-2～ 4、 E-4区において集中して出土 し

た。出十十器の約半数は、土師器高杯であった。土師器の他に須恵器腺、蓋付杯があり、集石の祭祀的な性

格を暗示させる。集石周辺の他にやや離れて、A-1区北端、G-6、 H-7区に遺物の集中が見られる。
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9

図46 古墳時代 土器集中地点 (1:20)
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図47 古墳時代 土器出上分布図 (1:600)
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5。 遺物

土器 (土師器 0須恵器)、 石器 (滑石製品、砥石)、 鉄器片が出土している。すべて資料提示できず、いず

れ機会を見て発表したいと思う6

(1)土器

コンテナに約15箱近く出土している。土師器 e黒色土器・須恵器がある。

1)土師器・黒色十器 (図48,写真50)

甕、壺、小形壺、杯、高杯が出土している。黒色十器は内面黒色のもので、供膳形能の杯、高杯に限られ

ている。これらは、形態から見て、関東地方の和泉式後半から鬼高式前半期に併行するものと考えられる。

2)須恵器 (図48049,写真50051)

古式タイプのものが主体で、腺 。蓋付杯の身・蓋が出土している。陶邑編年TKに 208～47型式にあたると

考えられるものである。

3)滑石製品

赤褐色の滑石で、滑石模造品の一部と思われる。

(島 田 哲 男)

言ヽ田 外 ヽ“

重

==t=±

」 28

/

⊇1・

古墳時代 須恵器実測図
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図48 古墳時代 土器実測図 (1:4)
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図50 奈良 0平安時代調査区全体図 (1:400)



第 5節 奈良 0平安時代

第 5節 奈良・ 平安時代

奈良時代竪穴住居跡 1軒、平安時代竪穴住居跡H軒・竪穴 1軒・ ピット・集石が検出されている。

1.竪穴住居跡

H号住居跡が奈良時代、 9号住居跡が 9世紀前半、306号住居跡が 9世紀末～10世紀前半、 12・ 13号住

居跡が10世紀前半、 1・ 7号住居跡がH世紀前半、8号住居跡が11世紀前半～後半、204号住居跡が11世

紀中頃～後半、 5号住居跡がH世紀後半～12世紀前半の住居跡で、4住に切られる9号住を除きすべて、カ

マドが検出され、カマドはすべて石組み粘土カマドで、 3012号住居跡が東壁のほぼ中央、 6013号住居跡

が北壁ほぼ中央、 1020407・ 8号住居跡が南壁の東か西側に寄った部分、 5号住居跡が西壁の南端に

構築されていた。カマド粘土は 3・ 6・ 13号住居跡の10世紀代の住居跡が灰白色粘土を使用 しているのに対

し、 10204・ 50708号 住居跡のH世紀代の住居跡は黄色粘土を使用しており、カマ ドの位置もこれ

と同じくして10世紀代とH世紀代では、10世紀代が東か北であるのに対し、H世紀代は南 というような傾向

が見られた。

検出住居跡のうち、 2・ 5・ 70H号住居跡は、炭化材・焼土等がしっかりと残る焼失住居、30406・

13号住居跡は、炭化材・焼土等が部分的や粉状に残る焼失住居と思われる住居跡であった。また、 304。

11013号住居跡にはカマドの前など、部分的に集石が見られ、 6号住居跡は住居内のほぼ全面に集石が見 ら

れた。

(1)11号住居跡 (図51～54,写真33034)

遺構 H-7区 で検出された。4.4× 4.6mの隅丸方形プランを呈する。東壁のほぼ中央に石組み粘土カマ

ドをもつ。カマドは、天丼部が落ちたのみで完存していた。焼失住居で炭化材・焼土の集積が見られ、カマ

ド天丼部上にも多くの炭化材片が見られた。北壁外には、炭化材と一緒に、何であるかははっきりしないが

細くした材を丸めた炭化した曲物が検出された。床面は自色粘土で貼床され、全体的に堅いタタキ床となっ

ていた。壁高は30～55cmを測る。カマド前にはどのような性格かは不明であるが人頭大の礫の集積が見 られ

た。

床面からはPl～ 8の ピットが検出された。P2.4.7は主柱穴と思われ、調査できなかった電柱の支え

線の埋設部分にもう1ケの主柱穴があると推定され 4本主柱であったと考えられる。P3。 8は補助的な柱穴

と考えられる。Plは、カマド横の貯蔵穴、P5。 6は どのような性格のピットかはっきりしないが、P6上

部には、編物用石錘と思われる、10cm内外の柱状の礫が5ケ検出されている。P5の東側には、楕円形の平

石が置かれている。

遺物 底部ヘラ切りの須恵器杯が出土 している。この他に須恵器大甕、不明の鉄器、Jヒ壁外から鉄鎌、図

示できなかったが輪状の曲物などが出土 している。

本跡は検出土層、遺物から見て奈良時代中頃に属するものと考えられる。
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図52 11号住居跡炭化材 。礫・遺物出土状況 (1:80)

表 L(嗜褐色■ )

晴褐色11(砂礫を含む )く 中近 lu綺 〉

嗜褐色:L砂礫・炭粒を含む)く 奈良～'「 安口,rヽ・中lll晴 〉

B:=,,.m

口l褐色 L(炭 粒を含む )

1■褐色上 (炭 化 |オ を多く含む )

曇褐色上 (焼■・炭化材 を多く含む )

賞色焼 L(やや粘質 )

灰rl色粘 L(11褐 色 11・ 炭塊・ Filを 多く含む )

11褐 色 I:(小 りl・ の炭化|オ・灰白色粘 11を 多く含む )

灰rl色 Ili ll(カ マ ド構築 |オ )

焼 11(絆i11・ 炭粒を多く含む )

灰r i ttIIPi!:(貼床)

焼 11(カ マ ド火床)

図51 H号住居跡 (1:80)
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メ

ｂ

L______― 一-lmメ

A

I 黒褐色上 (炭塊粒、自灰色粘上を多く含む )

H.灰 白色粘上
Ⅲ 爪褐色上 (炭粒、焼上粒を含む )

Ⅳ.枯質焼土 (炭粒を多 く合む)

V.やや帖質焼土
Ⅵ.砂礫質焼土
Ⅶ.黒褐色上 (灰 白色粘上をわずかに合む)

Vlll.灰 白色粘上、■褐色土貼床

11号住居跡カマ ド (1:40)
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図54 11号住居跡北側炭化物出土状況 (1:2)

(2 9号住居跡 (図77,写真26)

遺構 E-5の 中央南側で、4号住居跡に切られて検出された。3.4× 3mの方形プランでカマ ドは切 られ

た部分にあったらしく見られない。床面はほぼ平坦であるが軟弱である。壁高は30～40cmを測る。西壁のほ

ぼ中央に 1ケ のピットが検出された他は何の施設も検出できなかった。

遺物 出土遺物は少なく、回転糸切り底の須恵器杯のみである。

検出層位、遺物より見て 9世紀前半～中頃に属すると考えられる。

G)3号住居跡 (図55～57,写真24。 25)

遺構 F-6区中央で検出された。中世の竪穴 1と切り合い、約半分の壁 L面を削られている。5× 5。 2m

の隅丸方形プランを呈し、東壁のほぼ中央に石組み粘土カマドをもつ。カマドは一部石組みが崩れていた。

床面は白灰色粘土と黒褐色十を混合し貼床され、全体的に堅い。壁高は30～60cmを測る。床面に柱穴等のピッ

トは検出できなかったが、平石が3箇所、柱穴が普通存在すると思われる位置に有り、これが礎石的役割を

していたと考えられる。他に北壁から西壁にかけて壁際に幅10～ 20、 深さ2～10cmの 周溝が検出された。

本跡は焼失住居と思われるもので、カヤ状炭化物、炭化材小片、粉状の炭プロック、焼土等が検出されて

いる。また、カマド前には人頭大の礫を集めた、集石が見られた。この性格については不明である。

遺物 底部回転糸切り底の黒

“

′十器、土師器 (須恵器的)、 焼の悪い軟質の須恵器の杯、土師器小形甕、光

ケ丘及び大原窯式の灰釉陶器皿 。境が出土している。この他に炭化木製品として櫛が出土している。また、

杯に墨書、刻字などが多く見られる。

検出層位、遺物より見て9世紀末～10世紀前半に属すると考えられる。
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V.興褐色土 (炭塊・粒、焼土粒を多 く含む)

Ⅵ.暗灰褐色土 (砂礫質。炭粒をわすかに合む)

ュ淵:震曽Ety乳駿誌鳥むf品際伴ヽ焼土粒を含む)

図55 3号住居跡 (1:80)
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図56 3号住居跡炭化物・礫 。遺物出土状況 (1:80)
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O           in

l.叶 褐色土 (灰「 l色 格土粒、砂礫を合む )

H.灰 r:色 粘上 (焼上粒、炭粒、時褐色上を合む )

Ⅲ.焼土 (粘性・炭粒を含む )

Ⅳ.灰「 l色格土
V.焼上 (火 床 )

Ⅵ.灰 白色帖上 (貼床 )

VIl 焼 :11(貼 床が焼けた もの )

O            im

図57 3号住居跡 カマ ド (1:40)
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0 6号住居跡 (図58～60,写真28～30)

遺構 A・ B-3の北部で検出された。4。 4× 5。 lmの隅丸方形プランを呈し、北壁のほぼ中央に石組み粘土

カマドをもつ。カマドは石組みが半分程度崩れていた。床面は自灰色粘土で貼床され、カマ ド全面を中心に

堅い。壁高は10～ 30cmを測る。床面及び壁際からはPl～ P7の ピットが検出された。P2.3.5は 柱穴状

である。Pl.6.7は位置等から貯蔵穴的なものと思われる。P6には隅に平石が置かれ、周辺を灰白色粘

土で固めている。また、東隣には平石 3枚の配石がある。P4には楕円形の平石が入っている。主柱穴は、

はっきりとしないが、柱穴状のピットとP4の平石、その対面の床面にある平石が礎石的役割であった可能

性もあり、柱穴と礎石を組み合わせた主体であったと考えられる。4本柱であったと思われるが北東の 1本

ははっきりとしない。他施設として東壁際から南壁の東側にかけて、幅10～ 15cm、 深さ4～ 12cmの周l■iが

検出された。また、西側中央の床面、70× 60cmの範囲で焼土が検出された。 本跡内のほぼ全面には挙大～

人頭大の礫の集石が見られたが、性格ははっきりとしない。埋十には白灰色粘土が多く含まれていたことか

ら、屋根に灰白色粘土が載せられていた可能性もあり、礫も屋根上に載せられていた可能性もある。また、

焼失住居である可能性もあり、P4周辺からカヤ状炭化物、粉状の炭化材等が検出されている。

遺物 底部回転糸切り底の黒色土器、焼きの悪い軟質の須恵器杯、土師器小形甕、光ケ丘窯式の灰釉陶器

皿等が出土している。3号住居と同じく、墨書、刻字などが見られる。

検出層位、遺物より見て、9世紀末～10世紀前半に属すると考えられる。
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図58 6号住居跡 (1:80)
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`m

B

I.嗜褐色Ji(灰 ri色 枯J:粒をわずかに合む。砂礫を合む)

H.口i褐色J:(灰 白色粘上を多く含む。粘質)

Ⅲ '11褐 色J:(灰 rl色 粘lil17を わずかに合む。炭粒を合む)

Ⅳ '1褐 色ili(砂 礫を多く含む )

V.1=褐色上 (細砂礫 を含む )

Ⅵ.灰 rl色 粘 |:

Ⅶ.灰 rl色 粘 11(口 r褐 色 11を わずかに含む。 lh床 )

Ⅷ.焼 L

図59 6居住居跡・礫 。遺物 。炭化材出土状況 (1:80)

G)12号住居跡 (図61,写真35)

遺構 B-2区北東側で検出された。4.5× 4。 2mの方形プランを呈する。検出時にはなかなか検出できず床

面近くでやっと検出された。カマドは、東壁ほぼ中央に焼土が見られるのみである。焼土のみであるが石組

み及び粘土が取り壊された、石組み粘土カマドであったと考えられる。床面は全体的に平坦で、やや堅い。

壁高は10～ 15cmを 測る。床面からピット等の施設は検出できなかった。北部の床面中央に平石が 1ケ 、と南

壁中央に壁に接して30cm大の礫が見られた。

遺物 出土遺跡は少なく、大原窯式と思われる灰釉陶器皿 。椀の底部、須恵器長頸瓶底部がある。

(0 13号住居跡 (図62～64,写真35・ 36)

遺構 A-2区 で、竪穴2に接して検出された。上層調査時には検出できず、下層調査に入る時点で検出

され、東半分の壁 卜面は削り取ってしまった。4.1× 4mの方形プランで、北壁ほぼ中央に石組み粘土カマド

がある。

カマドは、両袖石組みともほぼ残存していた。床面はほぼ平坦で、中央部付近を中心に堅い面となってい

る。壁はほぼ垂直で30cmの高さを測る。床面からはPl.2の 2ケ の柱穴が検出された。これら2本の柱穴

は主柱穴と考えられ、これと対になるように平石が2箇所に見られ、北側は柱穴で、南側は礎石状の平石で

主柱が支えられ4本主柱であったと考えられる。他に施設は検出できなかった。

本跡内の中央部には礫の集石が見られた。性格ははっきりとしない。また、焼失家屋である可能性があり、

短い炭化材、粉状になった炭、カヤ状炭化物等が検出されている。

モ‥

「
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10

1  A L_市す下__一Jm+と 5t.・

B

[鯉蹴 顎理暑れ攣
焼上器を含0

Ⅲ.焼土 (枯質 )

Ⅳ.焼土〈火床 )

V.灰 白色粘
=L(カ

マ ド柚粘土 )

Ⅵ.灰 自色粘土 (貼 床。堅い)

Ⅵ:灰 白色粘土 (やゃ柔かい )

Ⅵ:焼土 (貼 床の焼けた もの )

Ⅶ.暗褐色土 (灰 白色粘土粒を含む )

図60 6号住居跡カマド(1:40)

遺物 底部回転糸切り底の黒色十器の杯 。鉢、土師器小形甕、大原窯式の灰釉陶器椀が出土 している。

の他に製鉄窯か、須恵器窯の窯壁が出土 している。

本跡は、検出層位、出土遺物等から10世紀前半に属すると考えられる。

)―T_T_T_T_T~~~~~~~~~Jm
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図61 12号住居跡 (1:80)

Ｅ
〓

日

」

」 ,.mm O   :   2m
I.嗜 灰褐色細粒砂層 (粘性 )

H.1=褐 色上 (砂礫・炭粒を含む )

“
‖"戦 ‖亀亡踏 あ農 1'7L0

V.灰 Fl色粘土 (カ マ ド‖ill)

Ⅵ.焼 :11

Ⅶ.II褐 色上 (砂礫・曖粒を含む )

1.灰 色砂環層

ぃ   2.累 褐色上層
3.灰褐色砂礫局

図62 13号住居跡 (1:80)

一-86-―
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―

図63 13号住居跡 礫・遺物・炭化物出土状況

B  。
|

)_T_T_T_T_マ ~~~~~~~~~lln

I.灰 白色粘主
I:灰 白色粘土 (焼土粒、炭粒を含む)

H.晴褐色土 (焼土粒、炭粒、灰白色粘土粒を含む )

Ⅲ.焼土 (炭 粒を含む )

Ⅳ.晴褐色土

Ⅳ:暗 IS色土 (わずかに焼けている。)

図64 13号住居跡カマド (1:40)

(η  l号住居跡 (図65～67,写真20・ 21)

遺構 DOE-506区 の接する地点で検出された。6.2× 6.3mの方形プランを呈し、南壁東側に石組み粘

土カマドが検出されている。カマドは袖石が内側に倒れかかっていたもののほぼ残り、カマ ド内には遺物が

多く入れられていた。おそらく、住居廃棄時にカマドを壊して、遺物を入れていったものと思われる。床面

はほぼ平坦で、中央部付近に堅い面が見られ、黄色粘土と黒褐色十の混合土で貼床している。床面からはP

l～ 5の ピットが検出された。壁隅にあるPl.2.5は位置の大きさから見て、貯蔵穴的性格と思われる。

P2.5内には焼土が見られ、P5内には炭化材及びカヤ状炭化物等も見られた。他の施設は検出できなかっ
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スニli彎第Ⅲ章 遺構と遺物

メ
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④

図65 1号住居跡 (1

メ
,ィ

I御 ,

m       ′ヽ、
む

図66 1号住居跡 礫・遺物・炭化物出土状況 (1:80)
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||[11」 li具真l:暮
患β怠1量せ暮暮rく

含む)

Ⅳ.やや粘性焼土 (火 床 )

V.砂礫質焼土 (火床 )

Ⅵ.責色粘上 Ⅵ'賞色粘上赤変化
Ⅷ.空洞
Ⅷ.責色粘上 (焼上粒・炭粒を含む)

0~「~r~F~r~r~―――――――Jm

図67 1号住居跡カマド (1

た。

本跡は焼失住居と思われる住居跡で、炭化材片、カヤ状炭化物、焼土等が住居内に見られる。

遺物 底部回転糸切りの小形の杯が多く、小皿も1点見られる。共伴する灰釉陶器婉は、虎渓山・丸石窯

式のものである。他にU字状の鉄器、図示できなかったが炭化砧がある。

本跡は、検出層位 。出土遺物から10世紀末からH世紀前半に属すると思われる。

(' 7号住居跡 (図68～70,写真31)

遺構 BoC-4・ 5区接点北側で検出された。4.7× 4mの方形プランを呈する。南壁東側寄りに石組み

粘土カマドがあり、天丼部が失われているのみで浅いが煙道も外側に残る。カマド内には廃棄時に遺物を入

れていったらしく、数は多くないが遺物が重なって見られた。床面は、ほぼ平坦で、全体的に堅く、部分的

に黄色粘土の貼床がなされていた。床面からはPl～ 4の柱穴が方形に並び検出された。これは主柱穴であ

ろう。北壁・西壁際では、幅10～20cm、 深さ4～ 10cmの 周溝が検出された。

本跡は、焼失家屋で、炭化材 0焼土の散布が見られた。炭化材、焼土は住居内西側に多く集中している。

遺物、回転糸切り底の土師器杯、土師器羽釜、虎渓山窯式と思われる灰釉陶器婉が出土している。79の羽

:40)

メ
鶴  I
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釜は底部がなく、きれいにヘラケズリがなされ、

おそらく、甑的に使用されたと思われる。

本跡は、検出層位 。出土遺物から10世紀末か

らH世紀前半に属すると思われる。

1.暗褐色土 (炭 粒、砂礫 を含む )

llil:11露 誉籍IL:り I:〔 l:夢
iヽ

『 賢塩倉暮じ )

V.l16床 (責色粘土主体 )

二    ¨

メil寺

図68 7号住居跡 (1

≠■靭

蔦

71

図69 7号住居跡 炭化材 。焼土出土状況 (1:80)

(9)8号住居跡 (図71～73,写真32)

遺構 C-3区で検出された。4.4× 4mの方形プランを呈する。南壁東側寄りに石組み粘土カマドがあり、

半壊しており片袖のみが残存している。床面は、ほぼ平坦で全体的に堅く、黄色粘土、黄色粘土と黒褐色土

の混合土で貼床がなされている。床面からはPl～ 8の ピットが検出されているが主柱穴ははっきりとしな

一-90-―
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0           1m

「
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図70 7号住居跡 カマド (1:40)

い。その他に施設は何も検出できなかったが、東側際の中央部附近に黄色粘土が固まり、床面よリー段高く

なった部分が見られた。

遺物 回転糸切り底の土師器杯が主体である。出土灰釉陶器婉は丸石窯式主体である。他に鉄滓が 8点見

られた。

本跡は、検出層位 。出土遺物から11世紀前半～後半に属する。

u0 2号住居跡 (図74～76,写真22・ 23)

遺構 E-607区 で検出された。5。 2× 4.7mの方形プランを呈する。南壁東端に石組み粘土カマドがあり、

一部袖石を残り倒れていた。床面は、ほぼ平坦で全体的に堅く、黄色粘土と黒褐色の混合土で貼床なされて

いる。床面からはPl.2が検出された。P2は位置等から貯蔵穴と考えられる。Plは柱穴と思われ、対角

一Э

ξＥ
〓

湘
「
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図72 8号住居跡

礫 。遺物 。粘土出土状況

(1 :80)

Ln,3■
m

1.暗 褐色土 (砂礫を合む )

H.暗褐色土 (砂礫・炭粒を合む。 I層 より暗い色でやや粘性有 )

Ⅲ.黄色粘土

Ⅳ.貼床 (黄 色枯■)

V.貼床 (黄 色粘土 +黒褐色土 )

図71 8号住居跡 (1:80)

|。

V

メ:キ

鞠
1.暗 褐色上 (責色粘土塊・粒を多 く合む。焼土灰 を含む )

11暗褐色土 (黄 色粘土粒、炭粒を含む )

H.黄 色粘上
111賞 色粘土 (暗褐色上、炭、焼上を含む )

Ⅲ.載 ,こ Jニ

Ⅳ.黄 色粘上 +黒 褐色土 (貼床 と同 じ上層 )

8号住居跡カマ ド (1:40)

一-92-
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IVil木

図74号  2号住居跡 Pl・ 2・ 33088(1:80)

する位置には径14cmの炭化柱が床面に立てられた状態で残り、これが主柱の一部と考えられ、他には何 もな

いが、平石が床面上にあり、主柱は、柱穴で支えたもの、礎石上に置いたもの、床面上にそのまま立てたも

のの4本柱だったと推定される。

本跡は焼失家屋で、炭化材、焼土等が住居内より重なって検出された。

遺物 回転糸切り底の小皿が多く出土 している。その他に土師器杯、黒色+器椀、丸石窯式の灰釉陶器婉

と緑釉陶器皿がある。また鉄鎌とP2内から鉄滓が 5ケ出土している。

検出層位 。出土遺物等から11世紀後半に属すると思われる。

uD 4号住居跡 (図77・ 78,写真25026)

遺構 E-5区 の東南側で検出された。5。 4× 4。 3mの長方形プランを呈する。南壁東端に石組み粘土カマド

があり、ほぼ完存する。外側には長さ lm、 幅40cm、 深さ10～20cmの煙道が残り、煙道内には一部粘土も残っ

ていた。床面は平坦で南半分が堅く、黄色粘土と黒褐色土の混合上により貼床が見られる。床面からは、 P

l～ 3の ピットが検出された。P3はカマド横側にあり貯蔵穴と思われ、他は柱穴と思われる。主柱穴は 2

比I床 l lltttfJi l:+:‖ 褐色 11)

―-93-―
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メ■範

礫 。遺物出土状況

炭化材出土状況

図75 2号住居跡炭化材 0礫 。遺物 。

止蹴鼈計鰍慶京:trttQFh里北しサ十碁暮「
°

Ⅲ.1■褐色1,(炭 塊、粒・燎 Ltilを 多く含む)

Ⅳ.口l褐 色砂上 (′ lヽ 礫小なし。炭粒わずかに合む)

群:li提枇8あΥi瞭漁レヒ「議島81奪ふ倉暮し)

II踏奄出賃激議多ぞ絆暮」t辞立をわずかに含む。P88'■ り
::模償ヒあ1監憲κ事貧だIttF口

‖`贋〉
3.灰 色砂礫層

・
ンt聰

焼土分布状況

‥
ｌ
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ご
が
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=

原位置残存石のみ

図76 2号住居跡カマド (1:40)

箇の柱穴があたると推定されるが他は、 2号住居跡にあったごとく床面にそのまま建てられた可能性 もある

がはっきりしない。

本跡は焼失住居の可能性があり、小さめであったが、炭化材や焼土の散布が見られた。また、性格ははっ

きりとしないが住居内に集石が見られた。

遺物 さほどに多くなく、土器で図示できるものは、回転糸切りの小皿 2点のみであった。他に鉄器 (刀

子と思われる。)が出土している。

検出層位、出土遺物から11世紀後半に属するものと思われる。

α0 5号住居跡 (図79～82,写真27・ 28)

遺構 B2～ 3区でP86に南西隅を掘り込まれ、検出された。6.6× 5。9mの隅丸方形プランを呈する。西壁

南側で石組み粘土カマドが検出された。カマドの主体は約1.6mほ ど住居内に入っている。煙道と思われる部

ヒ==コ匡=ェ=====」
…     LJI

I.11褐 色 11(武色格 lilnl・ 粒を多く含む。焼 1:粒 、炭粒をわずかに含む)

H.11赤褐色 L(寄tl:粒、炭ホ立を多く含む。■色tl「 :i粒 をわすかに含む)

Ⅱ:.規 |:(炭 ネ|を 含む。やや枯性 )

Ⅳ.焼 |:(火 床 )

V. ⅢtttIPi li(押ム褐色 11を わずかに含む)

0            1m

―-95-―
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409号 住居跡 (1:80)

Xt苺

4号住居跡 礫・ 炭化物 。遺物出土状況

一-96-―

嗜褐色土 (砂礫を多 く含む)

暗褐色上 (砂礫を多 く含む。炭粒を含む)

暗褐色土 (砂礫、炭粒を含む)

黒褐色上 (砂礫・炭を含む)

黒褐色土 (焼±・粘土粒を多く合む。炭を含む)

暗褐色土 (砂礫 を多 く含む )

■色土 (炭 を多 く含む。焼土を含む)

黄色粘土 +黒 褐色土 (貼床 )

時褐色土 (砂礫 を含む。 9住埋■ )

黒13色上 (砂礫・炭を含む。 9住埋土 )

メ
t尋

図78 (1 :80)



奈良・平安時代

1.嗜 褐色土 (砂礫 をやや多 く合む。炭粒・焼土粒を含む)

H.暗褐色土 (1層 より黒い。砂礫 を多 く含む。炭粒・焼上粒を合む)

Ⅲ.黒褐色土 (炭粒を多 く含む。焼上粒を合む。砂礫 をわずかに含む)

Ⅳ.黒色土 (炭化材・炭粒を多 く含む。焼上粒を含む。砂礫 をわずかに含む )

V.叶灰褐色砂土 (炭 粒わずかに合む)

Vi暗灰褐色砂土 (V層 より大粒な砂礫質、炭粒をわずかに合む)

Ⅵ.嗜褐色土 (砂礫を合 t・。炭粒をわずかに含む)

Ⅶ.襴渦 色土 (砂礫を含む。炭粒をわずかに含む)

Ⅷ.黒褐色土 (IIB砂 質。炭粒を多 く含む)

Ⅸ.責褐色粘土 +暗褐色土 (貼床 )

X.暗褐色土 (砂礫を多 く含む。10住粗土 )

n.黒褐色土 (砂礫を含む。 P86埋 土 )
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図79 5010 P86(1 :80)号住居跡

④

0_.「 _.__r―■―-1-_____― ―――――?n

図80 5号住居跡炭化材・焼± 0遺物

出土状況 (1:80)

分はP86に より掘り込まれたり、崩れた

りしておりどのようであったか不明であ

る。床面はほぼ平坦で全体的に堅く、黄

色粘土と黒褐色十の混合土で貼床されて

いた。床面からは、Pl～ P10の ピット

が検出された。P3.10は貯蔵穴と思わ

れ、他はすべて柱穴と思われる。P3に

は平石が見られ中に落ち込んでいた。P

l.2.5。 9の 4本柱と思われ、他は主

柱を支える補助的な柱穴と思われる。北

西隅には粘土で囲い、焼土が見られる施

設がある。カマドと違い、火床がなく、

どのような施設か性格は不明である。

本跡は焼失住居で炭化材、焼土等が多

Ａ
一
レ
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Hi辞高こIi就王 :戻を多 く含む。黄色粘土粒をわずかに合む)
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|:器

1.漆 ‖ヽ色 |:砂質で格‖■ 炭を多く含む。焼 11粒 をわすかに合も

H 武赤褐色焼 li(Wi Lの 焼けた もの )

Ⅲ.ll褐色 L(焼 L、 炭を多く含む)

Ⅳ 置色lll li(砂礫、叶褐色 11粒 をわずかに含む)

V.li褐 色 li(ltttlll liホこを多く含む。炭*立をわずかに合む)

Ⅵ ‖F褐 色 11(炭 粒を含む)

Ⅶ:ユ 褐ヽ色 L(炭 を多く含む。焼 li粒 を含む。砂礫をわずかに含む)

Vlll.uF茶 褐色 L(炭 ホ|を 多く含む。砂礫をわずかに含む)

。)

図81 5号住居跡カマド (1:40)

2.竪穴

図82 5号住居跡 Jヒ西隅施設 (1:40)

く検出された。

遺物 土師器、小皿、杯、山茶椀とも思われる丸

石窯式系の灰釉陶器婉、自磁碗が出土している。白

磁碗はⅡ層内から出土したものである。

本跡は、検出層位、出土遺物からH世紀後半～12

世紀前半に属すると思われる。

(1)竪穴 2(図 83。 84,写真36。 37)

遺構 B-1～ 2区で、13号住居跡に接 して検出された。4.7× 3mの北側が狭く、南側が広い長方形を呈

する。壁はほぼ垂直に掘られ壁高は、20～30cmを測る。床面はほぼ平坦で、軟弱である。床面からは、Pl

～ 6の 5ケが検出された。Pl～ 5は柱穴と思われ、P6は壁際にあり貯蔵穴的性格と思われる。中央付近

からは須恵器、大甕胴上半の 3分の 1の破片が出土している。

遺物 土師器 (須恵器的)。 焼きの悪い軟質の須恵器の回転糸切り底の杯、光ケ丘窯式の灰釉陶器皿、須

恵器大甕、鉄鏃、釣針状鉄製品が出土している。鉄鏃は検出面からの出土である。

本跡は検出層位 。出土遺物から9世紀末～10世紀前半に属すると思われる。

―-98-―
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第Ⅲ章 遺構と遺物

3.ピ ット (土墳)(図 74。 85～57,写真37)

Pl.2.3.32.33.88の 6基 ピットが検出されている。Pl.32の 2基は柱穴状で、柱穴的な性格と思われ

る。P2.33は タライ形、P3は楕円形、P88は長楕円形を呈し、礫が入れられていること等から墓壊的性格

と考えられる。
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0       1m lく

図85 P.2

∞
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図86 P。 3

上
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_二_′
「
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C          D

O                  in

図87 P。 32・ 33

4.集石 (灰釉陶器皿単独出土地点)(図88～90,写真37)

C-2東端で検出され、50cm大の巨礫を中心に挙大～人頭大の礫を径 2mの範囲に並べている。この周辺

にも礫が散在し、平石が置かれたれような状態で見られる部分もある。南約 3mか らは灰釉陶器皿 (光ケ丘

窯式)(い ろ)が単独で出土 している。また周囲に鉄滓も見られた。集石南側からは、鉄鏃が出土 している。

集石下にはゆるい傾斜の掘り方が見られ、底面に炭化材が見られた。

-100-―
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図89 平安時代集石及び周辺 (1:80)
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図88 平安時代集石 (1:40)
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図90 灰釉陶器皿単独出十十地点

出土状況 (1:10)
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図93 奈良 。平安時代土器実測図 (1
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図94 平安時代土器実測図 (1:4) 113は灰釉陶器単独出土地点)
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図95 平安時代木製品 。土製品 。鉄製品実測図 (124は 1:1,他は1:2)

<114は櫛 (3住 )、 115。 H6は土錘 (4住 )、 H7(竪穴 2)。 118(平安集石)は鉄鏃、H9(2住 )。

120(11住北東)は鉄鎌、12は釣状鉄器 (竪穴 2)>
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図96 中世調査区全体図 (1:400)
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第 6節  中世の遺構 と遺物

竪穴 1基 (竪穴 1)、 建物跡 3棟、柱列が 2箇所、集石土墳 (P50)1基、火葬墓 (P87)、 土壊 (P4.31.

67.86)、 その他柱穴が25基が検出された。遺物は13～ 15世紀に属する遺物である。

1.竪穴

(1)竪穴 1(図97,写真38)

遺構 F-6～ 7区にかけて検出された。南側には建物跡 1、 北側にはP4～ 6、 29・ 30051が ある。一

辺6.8mの方形プランを呈する。西壁は、東～西への地形の傾斜があるため、検出できず、北壁 も検出時に 3

号住居跡検出のため一部削ってしまった。床面は平坦で、やや堅い。床面からはPl～ 12の 12ケ のピットが

検出された。ほとんど柱穴状のピットである。 P ll内には礫が 4ケ入っていた。12ケ のピットのうちどれが

主柱穴であるかはっきりとしない。床面の所々からは炭が検出され、P709010の上面にも炭の集中する

部分が見られた。また、南壁のほぼ中央付近、壁に接して黄色粘土の固りが見られた。壁はやや傾斜をもっ

て掘り込まれ、壁高は最高30cmを測る。中央部の北側には楕円形の平石があり、その上面南側にも黄色粘土

が見られ、東側上面に接して砥石が、北側からは青磁の碗底部片が出土した。ピットの他には何の施設 も検

出できなかった。

遺物 回転糸切り底・ ●クロ成形の土師器小皿 3点 (1～ 3)、 やや緑的な色の釉の青磁碗 (4)、 瀬戸産

と思われる瓶子の肩部 (5)、 砥石が出土している。北側壁外約 2mの ところで、鋏 (15)、 刀子片 (16)の

2点の鉄器が出土 している。

2。 建物跡

やや小さく、深さも浅いピットが配列する建物跡が 3棟検出された。

(1)建物跡 1(図98,写真39)

遺構 FoG-8で 検出され、P8・ 10～15017～ 19。 20022～27の 16ケのピットが6.4× 3.6mの不整長方

形に構成される建物跡と考えられる。周囲にあるP7・ 9016019021025の 6ケのピットもこれに関係 し

たピットと思われる。P10・ 17に は柱痕状の土層が見られ、柱は径14cm前後の太さであったと考えられる。

P14～16019022の 柱穴内には黄色粘土が見られた。

遺物 P14内上部から、瀬戸系の皿片 (7)、 P15内上部から薄いブルーの釉の青磁片 (8)、 P-18周辺

より、やや緑的な青色釉の青磁片 (9)、 ピット検出上面で砥石 (10)が出土した。他に土師器小皿の小片、

半月形の鉄器 (17)が出土 している。

(2 建物跡 2(図99,写真39)

遺構 B・ C-4区で検出された。P36～42046047の 9ケのピットが、4× 2.9mのやや不整形な長方形

に構成される建物である。P43は P42に切られており、関係は不明であるが、P44045048049の 4ケ の周

―-109-―
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Ⅳ.黄 色粘土 (暗褐色上を含む)

v.炭 +責色tA土 (暗褐色土を含む )

Ⅵ.暗褐色土 (炭粒をわずかに合む)

Ⅶ.暗褐色土 (炭粒、塊を多く含む )

Vl l.暗褐色上 (黄 色粘上粒を含む。炭粒をやや多く含む)

Ⅸ.暗褐色土 (黄 色粒上粒、塊、炭粒を多く含む )

X.1=褐色:l,(炭 粒をわすかに含む、砂礫やや多し)

測.晴褐色J:(黄 色枯土粒を多く合む。炭粒をやや多く含む)

竪穴 1及び周辺 ピット (P4～ 6・ 29～31・ 51)(1:80)
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図98 建物跡 1及び周辺ピット (1:80)

図99 建物跡 2及び周辺ピット (1:80)
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第6節 中世の遺構と遺物

囲にあるピットはこの建物跡に関係したピットと考えられる。輝十はすべて黒褐色土の単層であった。

遺物 検出面の上面より、内側に段のついた13世紀頃と思われる陶器片 (H)が出土されている。

G)建物跡 3(図 100,写真39。 40)

遺構 H-11区で検出された。西側には、柱列 2がある。P79～83の 5ケ のピットが、5.4× 2.6mの長方形

に構成される建物跡である。P80の南東隣にあるP84、 東側にあるP85は この建物跡に関係 した柱穴と思わ

れる。埋土はP83を除きすべて、黒褐任.十の単層で、P83は黒褐色土であったが、灰白色粘土を多 く含んだ

土層であった。遺物は何も見られなかった。

3.柱列

やや小さめ、深さも浅いピットが配列する柱列が2箇所で検出された。

(1)柱列 1(図 101,写真40)

遺構 GoH-8区 で検出された。東端に接してP50があり、周辺からは他にP67(土墳)、 柱穴状のピッ

トP52～ 59065。 66・ 68の 9ケのピットが検出されている。P58～ 64の 7ケのピットが9.5mの列状に並ぶ。

埋土はすべて黒褐色土の単層である。ほぼ等間隔に並ぶが、中央のP60と 61では間隔が短かい。

遺物 検出面の上面、本跡の周辺より、黒褐色の釉がかかった15世紀頃と思われる下ろし皿片が出土した。

(幼 柱列 2(図 100,写真40)

遺構 H-10～ 11で検出された。Jヒ側の東隣には建物跡 3がある。周辺には柱穴状のP71～ 74と 、平石を

地面に据えたものが5ケ検出された。平石を据えた遺構は建物の礎石とも思えるが、はっきりとせず性格に

ついては不明である。P75～ 78の 4ケのピットがほぼ等間隔に9.6m並んでいる。周位の柱穴との関係ははっ

きりとしない。埋十はすべて黒褐色土の単層である。

遺物 直接には関係しないが、周辺の柱穴であるP72か ら、14世紀頃と思われるプルーの釉の青磁片 (12)

が出土している。

4:集石土墳 (P50)(図 101,写真41)

遺構 H-8区 で検出された。 2× 1.4mの楕円形を呈し、深さ25cmを測る。底面は南北 2箇所有り、丸底

である。内部には、挙大～人頭大の礫76ケ が北側に集中して集められている。埋十は、炭を多く含んだ黒褐

色土であった。周囲にP52～ 54・ 57の ピットがあるが関係ははっきりせず、柱列 1の P58と も接しているが、

柱列 2と の関係も不明であるが、切り合い関係もなく同時存在の可能性もある。

遺物 内部より、珠洲系陶器の橘鉢片 (13)が出土している。
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ni.暗 褐色土 (焼上、炭を多く含む )

Ⅳ.賞 色粘土 (砂礫、晴褐色土粒をわずかに含む )

V.暗褐色土 (黄色粘上を多く含む。炭粒をわすかに含む)

Ⅵ.晴褐色土 (炭 粒を合む)

Ⅶ.■褐色土 (炭 を多く含む。焼土粒を合む。砂礫をわずかに合む )

Ⅷ.暗茶褐色土 (炭粒を多く含む。砂曖をわずかに含む )

図101 柱列 1。 P50及 び周辺ピット (1:800左下は 1:40)
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第 6節 中世の遺構と遺物

5.火葬墓 (P87)(図 102,写真42)

遺構 C-4区北東側で、弥生時代面に入る時点で底面が検出されたので、上部の壁は削ってしまったた

め深さは不明である。1.2× lmの不整楕円形を呈するプランで、全面に炭が見られ、東側の楕円形掘り方部

分には焼土、炭化材的炭、焼けた骨が多く見られた。炭、焼土の存在から現地での火葬と考えられる。内部

からは土師器小皿の小片が出土している。

④
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図102 火葬墓 (P87)(1:40)

写真23027・ 38040)

すべて円形のプランを呈する。性格については、貯蔵か墓墳かは不明で
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第Ⅲ章 遺構と遺物
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第 7節 河川跡・ その他の遺物

第 7節  河川跡 0そ の他の遺物

1.河川跡 (図 104,写真14)

調査区東側にある細い河川跡は、土層で見るかぎり古墳時代中～後期以後の後期中頃～奈良時代初期に流

れたものである。中央に流れるやや幅広い河川は流れはじめが、弥生時代中期後半以降の弥生時代後期頃で

古墳時代前期まで流れていたと考えられ、南北の2箇所で西へ曲っている。弥生時代中期包含層の黒色土を

切って中央部の河川から分水したと思われる小河川が3箇所に見られ、これは弥生時代後期の頃のものと考

えられる。南端には東～西へ流れる河川も見られ、これは、弥生時代後期～古墳時代初期頃のものと考えら

れる。これら河川は水田に関係したものとも考えられ、特に小河川は堰状で幅40～ 60cm、 深さ30～40cmで

あり、水田への水の取り入れとも考えられるが、水田的遺構は検出されていないので不明である。中央のや

や幅広い河川の中間層から弥生時代後期の甕片 (図39,22)が検出されている。

2.そ の他の遺物 (写真48)

H-10の砂礫層中より旧石器時代の石刃が検出された。磨滅も少なく、近くから砂礫と一緒に流れてきた

ものと思われ、近くに旧石器時代の包含層があるものと思われる。
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図 104 河川跡検出状況 (1:600)
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第Ⅲ章 遺構と遺物

第 8節 炭化物 (炭化材)、 骨等について

今回の調査では、多くの炭化物 (炭化材)が得られた。これを時代別に、判別できた種類を記しておく。

観察にはルーペと実体顕微鏡を用い20倍～40倍で木口面と柾目面を調べ決定した。

1.弥生時代中期前半面出土炭化物及び骨類

炭化物としてはコナラ。クリ材が多く見られ、その他にヤマザクラ、樹種不明の落葉樹、クルミの実、 ト

チの実が見られた。

骨類としては鳥、小型哺乳類が見られた。

2.奈良 。平安時代住居跡及び集石出土炭化物及び骨類

1住一コナラ材が見られた。砧はコナラ材である。

2住一コナラ材が最も多く、次にクリ。モミ材・ クヌギ材であった。カマド内からは中型哺類の骨片が出

土している。

3住一アカマツ材 。ヤマナシ?材が見られた。

4住一クリ。カシワ材が見られた。

5住一コナラ・ クヌギ・ ヤマザクラ材が見られた。その他にクリの実が見られた。

7住一コナラ・ クリ材が見られた。

8住一 トチの果皮と思われる果皮が見られた。

11住一オニグルミ。コナラが多く見られた。住居外の北側で出土した曲物はヤナギである。

竪穴 2-コ ナラ材が見られた。

平安時代集石一鳥の足の骨、シカの骨が見られた。

(森   義 直)

-118-



第Ⅳ章 結

第Ⅳ章 結 五
口口

大町市三日町は、市の中心部から2kmほど東北方に位置する集落で、もとは三ケ村といい、大笹 。来見原。

分水の三地域から成っていた。ここは大町の枝村であったけれども、集落のある居谷里沢の小扇状地ほぼ全

域が古代の遺跡で、縄文時代前期あたりから現在に至るまで、永い間人が住み続けた、いわば大町市のルー

ツのひとつとも言えるところである。ここに遺跡のあることは早くから知られ、さまざまな時代の遺物が採

集されているが、そのほとんどは散逸してしまった。今回、圃場整備の事前の発掘調査が行なわれたところ

は、扇状地の末端段丘下であって、それまで人々がほとんど遺跡として意識していなかったところであり、

近世以前に存在した集落としても、中心部から離れた周辺部、村はずれといったところであろう。またこの

地域は大笹であるけれども、遺跡名としてはさきに調査の実施されたことのある、来見原遺跡とひとつの遺

跡であるとの見解により、来見原遺跡と称することにした。

来見原遺跡の今回の調査で、最も意義深いことは、発掘地点の層位が縄文時代晩期後半から近世まで、弥

生時代後期から古墳時代前期の間における居谷理沢の大氾濫による堆積層をはさみながらも、各時代の生活

面が層序として明かに把握できたことであった。これまでの大町市域の調査では、このように層序が明瞭な

遺跡にはめぐり会わなかったのである。ことに組文時代晩期後半から弥生時代中期前半へという、このあた

りの人々の狩猟採集の生活に、稲作が入ってきて、人の生活も社会の構造も微妙にゆらぎ始める姿を知る手

がかりとなる資料が、検出された遺物や遺構の今後の研究によって得られるかも知れないという、可能性を

持っている。

次にはこの遺跡全体から、各時代の人々の信仰の一面を物語るような遺物や遺構が検出されており、その

内容については今後の検討にまつとしても、市内でこれほどの好資料が出土したことはなかった。

次は木製品の出土である。木製品のような有機質は、普通腐ってしまって姿を残さないのであるが、この

場合はたまたま火にあいながら燃えつきることもなく、炭化状態となって形を保つことができたわけで、櫛。

木槌 。曲物がある。これもこの地方では初めてのことであつた。

次の新しい知見は、中世の竪穴住居址が検出されたことである。この地方における一般庶民の住居は中世

はじめまでは竪穴住居であったことが、これまでの調査で確認されていたが、ただ一軒だけの例であるとは

言え検出されて、その存在を15世紀まで下げて考えられるようになった。15世紀といえば安曇は仁科氏の支

配していた時代で、大塔合戦に仁科盛房が出かけて行ったり、霊松寺が開創されたりして、まだまだその勢

威を保っていた。けれどもその軍事や文化を支えていた底辺の農民の家は、縄文以来の竪穴住居が残ってい .

たわけである。16世紀後期に仁科氏は滅亡し、小笠原氏が安曇を支配するようになるのだが、天正H年

(1583)に はこの遺跡のある大篠 (大笹)の地が、はじめて文献に登場する。小笠原貞慶が大沢寺領の一部と

して大篠 6貫文の地を寄進したのである。さらに天正15年 (1587)に は、小笠原氏の家老 溝口貞秀がここ

にあった浅野久右衛門尉の所領を検地して、その年貢を定めている。それによれば、ここには浅野の手作地

とともに、その土地を耕作する源衛門 帯刀 又助 二助の百姓がおり、合計して24俵で25俵 ほどの籾を年

貢として納めることに定められていた。したがってこの地は大沢寺領と浅野領とが大体同じ程の割合で並立

していたことが知られる。

最後になったが長期間この遺跡の調査に携わり、その後の整理もすませ、立派な報告書を刊行された大町

市教育委員会と、協力された多くの皆さんの御努力と御苦心に対し、深い感謝を捧げるものである。

(調査団団長 篠崎健一郎)
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写 真 1

1 遠景 (南方より)

2 近景 (南方より)

3 遠景 (発掘調査終

了後、南方より)
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写 真 4

弥生時代中期前半調査

面全景 (南方より)



弥生時代中期前半

1 土層 (北部)

2.土層 (南部 )

3 弥生時代中期前半

調査面全景 (Jヒ方

より)

写 真 5



写 真 6 弥生時代中期前半

調査面全:1(北 ん
より

'

調査1自 i全 景 {北 カ

より)

調査面全 11 11Ψ iん

より )



弥生時代中期前半

l  P89

2  P90

3 配石・焼土及び周

嫌 Q覧方より)

♂哺口PRか
。 |″

‐ ′

ti■ ,

4 5 配石検出状況

写 真 7

6 7 配石精査後



写 真 8 弥生時代中期前半

1 2 3 配石周辺

遺物出土状況

4 集石 1

5 6 集石 1遺物出

土状況

集石 3

集石 3遺物出上状

況

集石 4

集石 5

12 集石 5周辺遺

物出土状況
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弥生時代中期前半

1 集石 5遺物出土状

況

2 集石 6

3.4.集石 8

5.6 列石

り)

(西方よ

写 真 9



弥生時代中期前半

1 列石 (南方より)

2～ 7 列石細部



弥生時代中期後半

1～ 9 列石遺物出土

状況

10 弥生確認グリット

17P91. P92(ラに

方より)

写 真 11



写 真 12

縄文晩期il器 出t
状況

2～ 8 弥生中期前半

土器出土状況

10 弥生中期前半

石器出土状況



弥生時代中期後半

1～ 3 集石 (弥生確

認グリット5 西

方より)

写 真 13



写 真 14 弥生時代中期前半

集石 (弥生確認グ

リット5 西方よ

り)

2～ 4 集石遺物出土

状況

5.6 弥生後期～古

墳時代前期河川跡

断面



古 墳 時 代

1.集石群全景 (西方

より)

2 集石群南部全景

(西方より)

3.集石群北部全景

(西方より)

写 真 15



写 真 16 占 墳 時

2 11「 l資 時代集イ|

1制Ы
`全

景無 il

3～ 6 ●|イ 1(||:

方より )

il「士責時代ク1イ i 集

イi4(西 /Jよ り )



写 真 17古 墳 時 代

1 集石 8周辺 (西方

より)

2.集石 1

3 集石 2

4.集石 3

5.集石 5

6.集石 6

7 集石 8



写 真 18 古 墳 時 代

1.2.土器集中地点

3.4.集石内土器出

土状況



古 墳 時 代

1～ 8.集石内及び周

辺土器出土状況

写 真 19



写 真 20 平 安 時 代

古墳時代～中世面

調査全景 (調査風

景・北方より)

1号住居跡礫・ 遺

物出土状態 (北方

より)

1号住居跡 (北方

より)



平 安 時 代

1 2 1号住居跡カ

マ ド

3.4.1号 住居跡カ

マド石組

5 1号住居跡P2

6.1号住居跡内P5

7 1号住居跡砧出土

状況

8 1号住居跡土器出

土状況

9 1号住居跡カヤ状

炭化物出土状況

写 真 21



写 真 22 平 安 時 代

2 2号住居跡炭

化材出■1状況 (北

方より)

3.2号住居跡カマ ド

検出状況

4.炭化材下鉄鎌出土

状況



平 安 時 代

1.2号住居跡Pl.
2.300防より)

2.2号住居跡・ P88

(北方より)

3.2号住居跡カマド

石組

4.2号住居跡柱根

写 真 23



写 真 24 平 安 時 代

1 3号住居跡礫・遺

物出土状況 (西方

より)

3号住居跡 (西方

より)

3号住居跡カマ ド

及び礫出土状況

5 3号住居跡カ

マ ド



平 安 時 代

1.3号住居跡櫛出土

状況

2.3号住居墨書土器

出土状況

3.4号住居跡礫・遺

物出土状況

4 4号住居跡 (北方

より)

写 真 25



写 真 26 平 安 時 代

409号住居跡

(北方より)

2.4号住居跡カマ ド

3.カ マド石組

4.9号住居跡 (北方

より)


